
やまが
広報

2015（平成 27 年）
No.180December

12

ようこそ！　鳴戸親方
鹿本地区３園の園児が佐渡ヶ嶽部屋の力士と交流
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12
月
の
広
報

　将来は、両親や祖父母と一緒に畜産や梨の
栽培をしたいと思っています。今は３年生の
ときから習っているピアノを頑張っていて、
地区の文化祭などで発表しています。

新
あ ら

　琴
こ と み

未さん
千田小学校６年生

上記の筆文字
「やまが」を書いた
子どもたちを
紹介する
コーナーです

今月の表紙

山鹿市情報メールサービス
　市役所からのお知らせや観光イベント情報を、携帯電話やパ
ソコンに電子メールで配信中です。まずはymg-c@one23.net へ
空メールを送ってください。会員登録案内メールが届きますので、
案内にしたがって登録してください。メールが届かない場合は、ド
メイン「ansin-anzen.jp」が受信できるように設定してください。

QRコード
問総務課情報管理室　☎ 43 ‐ 1117

訂正とおわび
３月１日号の冨丸絢

じゅん

さんは「中富小学校」の誤り
でした。訂正しておわびします。

　山鹿市ではソーシャルメディアを活用した情報発
信を行うため、Facebook（フェイスブック）および
Twitter（ツイッター）による情報発信を行っています。

Facebook
QRコード

山鹿市公式 Facebook
http://www.facebook.com/yamagacity

山鹿市公式 Twitter
https://twitter.com/yamagacity Twitter

QRコード

佐渡ヶ嶽部屋力士と園児の交流会

　11月４日、山鹿ふるさと振興会（寺崎勇
ゆ う じ

児会
長）の主催で、佐

さ ど が た け

渡ヶ嶽部屋の鳴
な る と

戸親方（元琴欧
洲関）と力士３人が鹿本幼稚園を訪れ、鹿本地区
３園の園児と交流しました。
　園児や保護者、地域の人たちで出迎えたあと、
３園の年長児が「ソーラン鹿本」を披露し歓迎し
ました。園児と力士の相撲対戦では、数人がかり
で押してもびくともしない大きなおすもうさんに
悪戦苦闘。力士
に抱き上げられ
たり、相撲を取
らずに土俵を逃
げ回ったりする
子も。みんなで
楽しい時間を過
ごしました。 力士と相撲対戦をする園児
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瑞
宝
双
光
章
（
警
察
功
労
）

木村　保
やす の り

則さん
久原（山鹿）

　警察官として長年業務に精励
し、警視庁警部として退職され
るまで、数々の事件解決など治
安維持に努め、国民の身体と財
産の保護に尽力されました。

　７期 28 年の長きにわたり旧
鹿本町議会議員として在職し、
議長などを歴任。鹿本町の産業
振興、教育、文化、福祉の向上
に尽力されました。

藍
綬
褒
章
（
更
生
保
護
功
績
）

吉良　トミ子さん
岩原（鹿央）

　多年にわたり保護司として、
罪を犯した人の心に寄り添い更
生を助けるとともに、犯罪予防
のための啓発に努めるなど、地
域社会のためにさまざまな活動
をされています。

瑞
宝
単
光
章
（
消
防
功
労
）

池田　俊
とし か ず

和さん
上吉田（山鹿）

　山鹿植木広域行政事務組合に
在籍し、消防司令として退職され
るまで、長年にわたり消防の充実・
発展に努め、地域住民の生命財
産の保全に尽力されました。

瑞
宝
単
光
章（
児
童
福
祉
功
労
）

木庭　ミナコさん
久原（山鹿）

　児童養護施設「愛隣園」の支
援員として長年勤務し、児童が
安心して生活できるよう生活環
境を整えるとともに、自立のた
めの支援をされました。

旭
日
双
光
章
（
地
方
自
治
功
労
）

前川　範
の り お

男さん
来民（鹿本）

瑞
宝
単
光
章
（
消
防
功
労
）

阿蘇品　宗
む ね き

馗さん
山鹿（山鹿）

　多年にわたり旧山鹿市消防団
員として在籍し、分団長として
職務に精励し、災害の現場に率
先して出動するなど被害の軽減
に努め、地域住民の生命財産の
保全に尽力されました。

田中　修
おさむ

さん
木野（菊鹿）

　陸上自衛官として長年業務に
精励し、２等陸尉として退職さ
れるまで陸上自衛隊の充実・発
展に努め、国の防衛業務や災害
業務に尽力されました。

瑞
宝
双
光
章
（
防
衛
功
労
）

叙
勲
受
章

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

秋
の
叙
勲
・
褒
章
・
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

社
会
の
広
い
分
野
で
の
長
年
の
功
績
に
よ
り
受
章
し
た
皆
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

※この他、村木廣
ひ ろ き

輝さん
（鹿北町岩野）が瑞宝単
光章（防衛功労）を受章
しました。
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　  社会保障・税番号制度（マイナンバー制度）のお知らせ
平成 27 年 10 月５日から社会保障・税番号制度（マイナンバー制度）が開始
　個人番号を利用した行政手続きの開始に伴い、個人番号カードの交付が平成 28年１月から始まります。
交付を希望する人は、通知カード（個人番号が記載された紙製のカード）に同封されている個人番号カー
ド交付申請書を郵送で提出するか、パソコンやスマートフォンから申請してください。

個人番号カードを申請した人には、平成 28 年１月以降に交付通知書（右図のはがき）
が送付されます。交付通知書に記載されている交付場所などを確認し、ご来庁ください。

※１　法定代理人の場合：戸籍謄本その他の資格を証明する書類（本籍地が山鹿市であれば戸籍謄本の添付は不要）
　　　　　その他の場合：委任状等、代理人を指定した事が確認できる書類（交付通知書の委任状欄に記入することで足りる）
※２（例）診断書、本人の障害者手帳、本人が施設に入所している事実を証する書類

詳しくは市民課までお問い合わせください。　市民課　☎４３－１１６９

▼上記の個人番号カード受け取りに必要な本人確認書類は次のとおりです。
本人が来庁する場合
　�　下表（書類１）のうち１点（なお、世帯に関する簡単な質問をさせていただきます）、または（書類１・２）

をそれぞれ１点ずつ、または（書類２）のうち２点。
代理人が来庁する場合
　・申請者本人の確認書類
　　�　下表（書類１）のうち２点、または（書類１・２）をそれぞれ１点ずつ、または（書類２）を３点（うち

写真付きのものを１点以上）
　・代理人の本人確認書類
　　　下表（書類１）のうち２点、または（書類１・２）をそれぞれ１点ずつ

本人確認書類

　   個人番号カード受け取り３
◆受け取りに必要なもの

来庁する人 必要なもの

本　人

・交付通知書
・通知カード
・本人確認書類（下記参照）
・住民基本台帳カード（持っている人のみ）

代理人

・交付通知書
・通知カード
・本人の本人確認書類（下記参照）
・住民基本台帳カード（本人が持っている場合のみ）
・代理人の本人確認書類（下記参照）
・ 代理権の確認書類（※１）
・本人の来庁が困難であることを証する書類（※２）

書類１
運転免許証、運転経歴証明書（平成 24 年４月１日以降交付のもの）、住民基本台帳カード（写真付き）、
旅券、身体障害者手帳、精神障害者保健福祉手帳、療育手帳、在留カード、特別永住者証明書、一時
庇護許可書、仮滞在許可書

書類２
書類１以外の「氏名・生年月日」または「氏名・住所」が記載され、山鹿市が適当と認める書類２点

（例）健康保険証、各種年金手帳、社員証、学生証、学校名が記載された各種書類、預金通帳、医療受
給者証　など

▼
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　  社会保障・税番号制度（マイナンバー制度）のお知らせ

個人番号カード の交付が始まります

平成28年１月から

個人番号カード交付の流れ（郵送による申請方法）

　平成 27 年 11 月から、個人番号をお知らせする「通知カード」と「個人番号カードの交付申請書」「返信用封筒」
「マイナンバー制度についての説明書類」が同封のうえ送付されています。まだ届いていない人は市民課まで問
い合わせください。

・インターネットなどで電子文書を作成・送信するときに利用します。
　（例）電子申請（e-Tax など）
・ 「作成または送信した電子文書が、利用者が作成した真正なものであり、利用者が

送信したものであること」を証明することができます。

・インターネットサイトやキオスク端末にログインするときに利用します。
　（例）行政のサイト（マイナポータルなど）へのログイン
　　     コンビニ交付サービスの利用など
・「ログインなどしたものが、利用者本人であること」を証明することができます。

　   通知カード・申請書受け取り１

　   申請書の記入・発送２

0123-45-6789

（A)

平成 27　12      1

番号　花子

※  15 歳未満の人、成年被後見人の方が申請
を行う場合は、法定代理人の方が、「代理
人記載欄」にご記入ください。

（表面） （裏面）

（A) の電子証明書欄について

署名用の電子
証明書

利用者証明用
の電子証明書

記入してください

◆申請書の記入方法
　下記の赤枠内に 電話番号、申請日、申請者氏名（署名または記名押印）を記入し、顔写真貼付欄に最近 6 カ
月以内に撮影した 顔写真 を貼り付けて、返信用封筒で送付してください。なお、市役所窓口での顔写真撮影
はできませんのでご注意ください。
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人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
に
的
確

に
対
応
す
る
た
め
、
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
に
向
け
て
４
月
か
ら
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
市
民
代
表
、

産
業
界
、
学
識
経
験
者
、
金
融
機
関

な
ど
の
外
部
有
識
者
か
ら
な
る
「
山

鹿
市
総
合
戦
略
推
進
会
議
」
か
ら
の

提
言
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
や
た

く
さ
ん
の
ご
意
見
を
い
た
だ
い
た
市

民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
基
に
、10
月
に「
山

鹿
市
長
期
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」（
以
下
、

「
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
と
い
う
。）
お
よ

び
「
山
鹿
市
総
合
戦
略
」（
以
下
、「
総

合
戦
略
」
と
い
う
。）
を
策
定
し
ま

し
た
。

　

こ
れ
か
ら
、
総
合
戦
略
に
掲
げ
た

取
り
組
み
の
方
向
性
に
沿
っ
た
施

策
・
事
業
を
展
開
し
、
※

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ

サ
イ
ク
ル
に
よ
る
効
果
検
証
を
確
実

に
実
行
す
る
こ
と
で
、
人
口
減
少
に

歯
止
め
を
か
け
、
や
ま
が
の
活
性
化

を
実
現
し
て
い
き
ま
す
。
人
口
減
少

対
策
は
、
こ
れ
か
ら
10
年
、
20
年
、

そ
れ
以
上
か
け
て
よ
う
や
く
実
を
結

ぶ
よ
う
な
息
の
長
い
取
り
組
み
で

す
。若
い
世
代
が
安
心
し
て
暮
ら
し
、

住
み
続
け
た
い
と
思
わ
れ
る
よ
う
な

魅
力
の
あ
る
山
鹿
市
が
創
出
さ
れ
る

よ
う
全
市
民
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

　
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
本
市
の
こ
れ
ま
で
の
人
口
推
移
と
、

何
も
対
策
を
講
じ
な
か
っ
た
場
合
の
将
来
推
計
人
口
か
ら

人
口
減
少
が
及
ぼ
す
影
響
を
検
討
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
踏

ま
え
、
本
市
が
目
指
す
将
来
の
方
向
と
人
口
の
将
来
展
望

を
定
め
ま
し
た
。

 

山
鹿
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン

【
人
口
の
現
状
】

（
こ
れ
ま
で
の
人
口
動
態
と
長
期
的
な
人
口
展
望
）

●
　�

本
市
の
人
口
は
、
高
度
経
済
成
長
期
に
お
け
る
多
く
の
転
出

（
若
年
層
）
に
よ
り
１
９
７
５
年
ま
で
減
少
し
ま
し
た
が
、

そ
の
後
、
高
齢
者
の
長
寿
命
化
な
ど
に
よ
り
増
加
に
転
じ
、

１
９
８
５
年
に
６
万
３
千
人
で
ピ
ー
ク
を
迎
え
ま
し
た
。
そ

し
て
１
９
９
０
年
代
に
入
る
と
、出
生
数
が
さ
ら
に
減
少
し
、

高
齢
世
代
の
死
亡
数
が
増
加
す
る
「
少
産
多
死
」
型
へ
と
移

行
し
た
こ
と
で
自
然
減
に
転
じ
ま
し
た
。
今
後
は
、
高
齢
世

代
の
減
少
が
続
く
こ
と
で
、
当
分
の
間
、
人
口
減
少
が
進
む

も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

●　

�
人
口
減
少
が
進
む
こ
と
で
、
集
落
機
能
の
低
下
、
地
域
産
業

の
担
い
手
の
高
齢
化
や
減
少
、
小
児
・
産
科
な
ど
の
地
域
の

医
療
機
関
の
減
少
な
ど
社
会
経
済
全
般
に
わ
た
り
多
大
な
影

響
を
及
ぼ
す
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

【
人
口
の
将
来
展
望
】

●
　�

国
立
社
会
保
障･
人
口
問
題
研
究
所
（
以
下
「
社
人
研
」
と

い
う
）
に
よ
る
と
、
少
子
化
と
高
齢
世
代
の
減
少
に
よ
る
自

然
減
、
若
年
層
の
転
出
に
伴
う
社
会
減
の
た
め
、
当
分
の
間

人
口
減
少
が
続
く
こ
と
に
な
り
、
一
刻
も
早
く
対
策
を
講
じ

た
場
合
と
、
そ
う
で
な
い
場
合
、
２
０
６
０
年
頃
の
本
市
の

人
口
は
３
万
８
千
人
か
ら
２
万
８
千
人
程
度
ま
で
、
約
１
万

人
の
差
が
生
じ
る
も
の
と
推
計
さ
れ
ま
す
。

●
　�

こ
の
対
策
と
し
て
、
出
生
率
の
上
昇
と
域
外
へ
の
社
会
流
出

の
抑
制
な
ど
で
、バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
年
齢
別
人
口
構
成
（
社

会
の
若
返
り
）
を
図
る
と
と
も
に
、
人
口
減
少
社
会
に
対
応

し
た
社
会･

経
済
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
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( 出典 ) 社人研推計：「日本の将来推計人口」

山鹿市人口推計の将来展望
人

年

地方創生の実現に向けて
山鹿市のまち・ひと・しごと創生

山鹿市長期人口ビジョンと総合戦略を策定しました

【将来展望】
2040 年時点合計特殊出生率

1.8
（2010 年時点　1.64）

2060 年時点人口　
38,000 人

社人研推計と比較し、
人口減少１万人抑制

28,556

38,000

55,391

山鹿市将来展望

社人研推計

人口減少社会に対応した
社会・経済システムの構築と

” ゆたかさと安心 ”
の実現

目指すべき将来の方向性

▼

●
　��

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
目
指
す
将
来
人
口
の
推
計
で
は
、
合

計
特
殊
出
生
率
１・
８
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
（
市
民
総
生
産
）
の
適
正

規
模
の
確
保
を
基
本
と
し
、
２
０
６
０
年
の
推
計
人
口
を

３
万
８
千
人
と
し
ま
す
。

※�

「
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
」
…
計
画
（Plan

）
を
実
行
（D

o

）
し
、

評
価
（C

heck

）
し
て
改
善
（Act

）
に
結
び
つ
け
、
そ
の
結

果
を
次
の
計
画
に
生
か
す
プ
ロ
セ
ス
の
こ
と
。
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【
や
ま
が
の
経
済
の
飛
躍
】

○
地
域
資
源
を
生
か
し
て
雇
用
を
生
み
出
す
新
た
な
産
業
の
創
出

□�

新
養よ

う
さ
ん蚕

産
業
（
天て

ん
く
う
そ
う
え
ん

空
桑
園
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
構
想
の
推
進

□�

戦
略
産
業
雇
用
創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進

□�

地
域
資
源
を
活
用
し
た
新
産
業
の
創
出

○
農
商
工
連
携
・
６
次
産
業
化
の
推
進

□�

菊
鹿
ワ
イ
ナ
リ
ー
構
想
の
推
進

□�

豊
か
な
自
然
と
歴
史
浪
漫
が
奏か

な

で

る
菊
鹿
ワ
イ
ン
の
旅
（
新
た
な
観

光
ル
ー
ト
づ
く
り
）

□�

や
ま
が
産
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
開

発
（
栗
、
茶
な
ど
を
生
か
し
た
新

た
な
販
売
戦
略
）

□�

農
業
と
企
業
の
連
携
に
よ
る
農
産

物
販
路
拡
大

○
戦
略
的
農
業
の
推
進
と
未
来
型
農
業
の
礎

い
し
ず
えを
築
く

□�

新
規
就
農
・
経
営
継
承
総
合
支
援
（
関
心
→
相
談
か
ら
就
農

→
定
着
ま
で
の
支
援
）

□�

食
文
化
発
信
に
よ
る
海
外
需
要
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
開
拓
加
速
化

支
援

□�

新
た
な
木
材
需
要
創
出
総
合
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

○
観
光
産
業
の
飛
躍
と
海
外
戦
略
の
展
開

□�

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
人
材
に
よ
る
山

鹿
灯
籠
の
ブ
ラ
ン
ド
強
化

□�

や
ま
が
版
※

Ｄ
Ｍ
Ｏ
に
よ
る
戦
略
的
観

光
の
推
進

□�

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
２
０
１
９
女
子

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
世
界
選
手
権
、
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

２
０
１
９
開
催
を
契
機
と
し
た
海
外
戦
略
の
推
進

○
観
光
立
市
を
目
指
し
て（
観
光
を
基
軸
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
）

□�

外
国
人
観
光
客
の
誘
致
強
化

□�

観
光
客
の
満
足
度
を
高
め
る
受
け
入
れ
態
勢
の
充
実

□�

幅
広
い
分
野
と
の
連
携
に
よ
る
観
光
産
業
の
競
争
力
強
化

□�

日
本
遺
産
認
定
と
広
域
観
光
戦
略
の
推
進

○
地
域
に
根
ざ
し
、
未
来
を
担
う
企
業
の
振
興

□�

若
年
者
の
市
内
就
職
や
職
場
定
着
の
促
進

□�
医
師
・
看
護
師
・
介
護
従
事
者
な
ど
の
人
材
確
保

□�
職
業
訓
練
の
充
実
、
も
の
づ
く
り
技
能
の
継
承
促
進

□�
次
代
を
担
う
人
材
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
人
材
の
育
成

【
人
が
つ
く
る
地
域
と
未
来
】

○
子
ど
も
を
安
心
し
て
生
み
育
て
ら
れ
る
環
境
づ
く
り

□�

結
婚
、
出
産
へ
の
支
援
や
地
域
社
会
で
支
え
合
う
子
育
て
支

援
の
推
進

□�

妊
産
婦
、
新
生
児
、
乳
幼
児
の
健
康
づ
く
り
、
不
妊
に
対
す

る
支
援
体
制
の
充
実

□�

地
域
医
療
の
担
い
手
と
な
る
医
師
や
看
護
師
の
確
保
な
ど
地

域
医
療
連
携
体
制
の
充
実

○
や
ま
が
の
未
来
を
担
う
人
材
の
育
成

□�

子
ど
も
た
ち
一
人
一
人
が
輝
く｢

知
・
徳
・
体｣

の
調
和
の

取
れ
た
人
づ
く
り

□�

「
学
校
・
家
庭
・
地
域｣

の
つ
な
が
り
に
よ
り
社
会
全
体
で「
生

き
る
力｣

を
育
む
仕
組
み
づ
く
り

□�

多
様
な
個
性
と
能
力
を
伸
ば
す
た
め
の
教
育
環
境
の
充
実

○
女
性
の
社
会
参
画
、
高
齢
者
、
障
が
い
者
の
活
躍
推
進

□�

女
性
が
活
躍
で
き
る
社
会
の
形
成
（
リ
ー
ダ
ー
育
成
、
キ
ャ

リ
ア
形
成
な
ど
）

□�

地
域
ぐ
る
み
の
働
き
か
た
改
革
（
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス

の
推
進
）

○
若
い
世
代
の
定
住
環
境
支
援

□�

若
い
世
代
の
定
住
環
境
の
充
実

□�

移
住
関
連
情
報
の
発
信
、
相
談
、
支
援
体
制
の
充
実

□�

小
さ
な
拠
点
を
核
と
し
た
ふ
る
さ
と
集
落
圏
の
形
成
促
進

□�

路
線
バ
ス
な
ど
地
域
交
通
の
利
便
性
の
向
上
（
幹
線
道
路
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
促
進
）

□�

都
市
と
農
村
の
交
流
促
進
（
農
観
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）

○
安
心
・
安
全
で
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

□�

災
害
リ
ス
ク
を
軽
減
さ
せ
る
た
め
の
各
種
情
報
の
発
信
、
災

害
発
生
時
の
対
応
能
力
の
強
化

□�

防
災
行
政
無
線
、
や
ま
が
メ
イ
ト
な
ど
、
災
害
情
報
伝
達
機

能
の
充
実

□�

消
防
団
や
自
主
防
災
組
織
の
充
実
強
化
な
ど
地
域
防
災
力
の

強
化

※�

「
Ｄ
Ｍ
Ｏ
」…D

estination�M
anagem

ent�O
rganization

の
略
で
、
観
光
地
の
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り
、
情
報
発
信
、
戦
略

策
定
な
ど
を
担
う
観
光
地
域
づ
く
り
の
推
進
主
体
。

▼ 

詳
し
い
資
料
は
、
山
鹿
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い

ま
す
。

　

総
合
戦
略
は
、
人
口
の
将
来
展
望
実
現
の
た
め
、
基
本

目
標
と
し
て
「
や
ま
が
の
戦
略
的
産
業
の
推
進
と
魅
力
あ

る
雇
用
の
創
出
」「
や
ま
が
の
地
で
生
み
育
て
・
く
ら
し
や

す
い
地
域
を
創
る
」
の
２
つ
を
掲
げ
、
取
り
組
み
の
方
向

性
と
実
現
に
向
け
た
施
策
を
定
め
ま
し
た
。

 
山
鹿
市
総
合
戦
略

１　

 

や
ま
が
の
戦
略
的
産
業
の
推
進
と

　
　

魅
力
あ
る
雇
用
の
創
出

２　

 
や
ま
が
の
地
で
生
み
育
て
・

　
　

く
ら
し
や
す
い
地
域
を
創
る

問
い
合
わ
せ
先
…
秘
書
企
画
課　

☎
43
ー
１
１
１
２
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＊職員手当には、退職手当を含みません

＊平均給与には、給料、扶養手当などの諸手当が含まれます

＊経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務してい
　る場合は、採用後の年数をいうものです

平成 26 年度　福利厚生費

・健康診断事業　　　　5,485 千円
（平成 26 年度決算）

給料などの状況（平成 26 年４月１日現在）

手当などの状況

職員給与費の状況（普通会計決算）

区分
職員数 給     与     費 一人当た

り給与費
（B ／ A）（A） 給　料 職員手当 期 　  末

勤勉手当  計（B）

26年度 485人 千円 千円 千円 千円 千円
1,938,736 176,407 728,483 2,843,626 5,863

職員の平均給料月額 ・平均給与月額・平均年齢の状況

区　分 一　　般　　行　　政　　職
平均給料月額 平均給与月額 平均年齢

山鹿市 325,048 円 361,708 円 43.8 歳
国 335,000 円 − 43.5 歳

特別職の報酬などの状況
区　　分 給料月額など 区　　分 25 度支給割合など

給
　
料

市　長
副市長

835,000 円
648,000 円

（平成25年7月から
給料月額10％減額）

期
　
末
　
手
　
当

市　長
副市長

６月期 1.225 月分
12 月期 1.375 月分

計 2.60 月分
加算措置：有

報
　
酬

議　長
副議長
議　員

410,000 円
375,000 円
353,000 円

議　長
副議長
議　員

６月期 1.225 月分
12 月期 1.375 月分

計 2.60 月分
加算措置：有職員の初任給の状況

区　分 山鹿市 国決定初任給
一　般
行政職

大学卒 174,705 円 174,200 円
高校卒 142,512 円 142,100 円

職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況 

区　分 経験年数
10 年 15 年 20 年

一　般
行政職

大学卒 257,675 円 299,200 円 361,438 円
高校卒 212,700 円 270,767 円 318,670 円

ラスパイレス指数の状況（一般行政職）
山鹿市 国 ＊ ラスパイレス指数（国家公務員の給

与水準を 100 として比較）97.2 100

職員手当の状況
区　分 山　鹿　市 国の制度との異同

期末手当
勤勉手当

（26 年度）

（支給割合） 期末手当 勤勉手当

同

６月期 1.225 月分 0.675 月分
12 月期 1.375 月分 0.825 月分

計 2.60 月分 1.5 月分
職制上の段階、職務の
級などによる加算措置 有

退職手当

（26 年度）

（支給率） 自己都合 勧奨・定年

同

勤続 20 年 21.62 月分 27.025 月分
勤続 25 年 30.82 月分 36.57 月分
勤続 35 年 43.7 月分 52.44 月分
最高限度額 52.44 月分 52.44 月分
１人当たり
平均支給額 20,076 千円

その他の加算措置：定年前早期退職
　　　　　　　　　特例措置
　　　　　　　　（2％〜 45％加算）

特    殊
勤    務
手    当

（26年度）

支給実績（26 年度決算） 254 千円
職 員 全 体 に 占 め る 手
当 支 給 職 員 の 割 合 2.8％

支給対象職員１人当たり平均支給年額 19,538 円
支給年額手当の種類（手当数） 3

手当の名称
税賦課徴収業務手当
社会福祉業務手当
感染症防疫作業手当

時間外
勤　務
手　当

26 年度 支 給 実 績 29,296 千円

区　　分 内　　　　容　 国の制度
との異同

扶養手当

配偶者…13,000 円
その他の扶養親族…6,500 円
　　※配偶者を欠く場合…11,000 円
加算措置：16 歳〜22 歳までの間にある
　　　　　子１人につき5,000 円の加算

同

住居手当 借家・借間…27,000 円まで 同

通勤手当
２キロ〜 5 キロ未満…2,000 円
５キロ〜 10 キロ未満…4,200 円　
10 キロ以上…7,100 円〜 31,600 円
バス利用…55,000 円まで

同

＊職員数は、平成 26 年４月１日現在の人数です

　市職員の給与は、国・地方公共団体の職員、民間企業の従業者の給与などを考慮して、市議会での審議を経て
決定しています。
　なお、さらに詳しい内容は市のホームページに掲載しています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…総務課　☎４３ ‐ １１１７問
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＊ 人件費には、特別職に
支給される給料、報酬
などを含みます

＊ 職員数は一般行政職に属する職員
数で、地方公務員の身分を保有す
る休職者、派遣職員などを含み、
臨時または非常勤職員を除いてい
ます。

＊ 消防部門の増員は山鹿植木広域
消防事務解消による山鹿市消防本
部発足に伴うものです。

＊ 標準的な職務内容とは、それぞ
れの級に該当する代表的な職名
です。

＊ 山鹿市の給与条例に基づく給料
表の級区分による職員数です。

人件費（平成 26 年度普通会計決算　人口：平成 27 年１月１日現在）

職員数などの状況（平成 27 年４月１日現在）

部門別職員数の状況と主な増減数

部　　門
職　員　数 増減数

（対前年比）26 年度 27 年度

一
　
般
　

議　会 5 5 0
総　務 100 95 △ 5
税　務 22 23 1

農林水産 53 49 △ 4
商　工 21 20 △ 1
土　木 35 34 △ 1
民　生 120 115 △ 5
衛　生 38 37 △ 1
小　計 394 378 △ 16

特
　
別

教　育 91 83 △ 8
消　防 0 81 81
小　計 91 164 73

合　計 485 542 57

一般行政職の級別職員数の状況

区　分 標準的な職務内容 職員数 構成比
1　級 主　事 26 人 7.0 ％
2　級 主　事 24 人 6.4 ％

3　級
係　長

123 人 32.9 ％主　任
主任主事

4　級 係　長
主　任 92 人 24.6 ％

5　級
課　長

59 人 15.8 ％
課長補佐

6　級 課　長 44 人 11.8 ％
7　級 部　長 5 人 1.3 ％
8　級 部　長 1 人 0.3 ％

計 374 人 100 ％

人件費の状況　
区 分 住民基本台帳人口 歳出額（Ａ） 実質収支 人件費（Ｂ） 人件費率（Ｂ／Ａ）

26年度 54,860 人 29,935,021 千円 1,532,620 千円 4,350,935 千円 14.5％

0

20

40

60

80

100
（人）

年齢区分 20歳未満 20〜23歳 24〜27歳 28〜31歳 32〜35歳 36〜39歳 40〜43歳 44〜47歳 48〜51歳 52〜55歳 56〜59歳 60歳以上 合計

人数 ２ ６ 26 47 37 61 85 69 63 60 86 0 542

年齢別職員数の状況

山鹿市職員の

給与と定員管理の状況

20
歳
未
満

20
〜
23
歳

24
〜
27
歳

28
〜
31
歳

32
〜
35
歳

36
〜
39
歳

40
〜
43
歳

44
〜
47
歳

48
〜
51
歳

52
〜
55
歳

56
〜
59
歳

60
歳
以
上
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平
成
26
年
度

（
市
の
家
計
簿
）

決
算
状
況

(26.0％)

(74.0％)

依
存

財

源

自主
財
源

歳入

市税
46億 9,369 万円
（14.9％） 繰越金

14億 5,073 万円
 （4.6％）

負担金・
使用料等
7億 6,277 万円
 （2.4％）

その他
13億
254万円
（4.1％）

地方交付税
128億 1,269 万円
（40.6％）

国庫支出金
34億 1.098 万円
 （10.8％）

  市債
39億 9,620 万円
 （12.6％）

県支出金
21億
1,223 万円
（6.7％）

地方譲与税等
10億 4,760 万円
（3.3％）

　歳入総額は、前年度と比べて８億8,110 万円（2.9％）
増加しました。
　歳入のうち、市税、保育料などの負担金、施設の使用
料や証明書発行手数料といった自主的に収入できる財
源（自主財源）は、82 億973 万円で全体の26.0％を占
めています。
　一方、地方交付税、特定の事務事業に対して国・県か
ら交付される支出金、道路などの社会資本整備や学校
建設などの事業のために借り入れる市債などの依存財
源は233 億7,970 万円で全体の74.0％を占めています。
　歳入の約４割を占める地方交付税は、合併後11 年目
に当たる平成27 年度以降段階的に減額されます。
　今後も安定的な財政運営を図るため、新たな自主財源
の確保や市税などの滞納対策に取り組みます。

　平成26年度の歳入や歳出の状況などについてお知らせします。
　普通会計の歳入と歳出の差し引きは、16億5,441 万円の黒字となりました。このう
ち、27年度に繰り越した事業に充てる財源１億2,179 万円を除いた15億3,262 万円
が実質的な黒字となります。

問い合わせ先…財務課☎４３ー１１１９

性質別　　(38.7％)

その
他
の
経
費

(44.5％)

義
務
的
経
費

投資的経費
(16.8％)

人件費
43億 5,094 万円
（14.5％）

扶助費
56億 4,984 万円
（18.9％）

普通建設事業
48億 8,360 万円
（16.4％）

  　公債費
33億 3,514 万円
　 （11.1％）

物件費
32億 3,443 万円
 （10.8％）

災害復旧費
１億 3,049 万円
 （0.4％）

補助費等
34億 6,301 万円
　　 （11.6％）

繰出金
35億 6,769 万円
 　（11.9％）

積立金
10億 1,568 万円
 （3.4％）

投資・出資・貸付金
6,500 万円
 （0.2％）

維持補修費
2億 3,920 万円
 （0.8％）

　歳出総額は、前年度と比べて６億7,742 万円（2.3％）
増加しました。
　歳出を性質別に分類すると、支出が義務付けられてい
る経費（人件費、扶助費、公債費）が133 億3,592 万円
で全体の44.5％を占めています。子どもや高齢者、障がい
者に対する医療費給付や各種助成など社会保障に要す
る経費が増加しています。
　また、道路などの社会資本整備や学校建設、庁舎建設
などの投資的経費は、50 億1,409 万円で全体の16.8％
を占めています。
　その他の経費は、115 億8,501 万円で全体の38.7％を
占め、介護保険事業、農業集落排水事業などの特別会計
への繰出金が11.9％、消防やごみ処理を行う広域行政
事務組合の負担金や各種団体への補助金が11.6％、公
共施設の管理費などの物件費が10.8％となっています。
　今後も引き続き、歳出の見直しを図りながら、住民サー
ビスの向上に努めます。

歳出 299億 3,502万円
歳出を性質別に分類したグラフ

歳入 315億 8,943万円

普  通  会  計
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目的別

総務費
60億 6,206 万円
（20.3％）

民生費
100億 3,406 万円
（33.5％）

労働費
827万円
（0.0％）

衛生費
22億 7,569 万円
 （7.6％）

商工費
３億 4,002 万円
 （1.1％）

土木費
16億 6,726 万円
 （5.6％）

消防費
12億 6,833 万円
 （4.2％）

公債費
33億
3,514 万円
 （11.2％）教育費

24億 338万円
 （8.0％）

農林水産業費
22億 766万円
（7.4％）

議会費
２億 266万円
（0.7％）

災害復旧費
１億 3,049 万円
（0.4％）

区分 内容
議会費 市議会の活動費用

総務費 財産管理、広報、税務事務、戸籍事務、
選挙などの費用

民生費
子ども医療費の助成、保育所の運営、
障がい者の支援、高齢者の支援などの
費用

衛生費 健康診断、予防接種、ごみ処理などの
費用

労働費 雇用対策などの費用
農林水産業費 農業・林業の振興などの費用
商工費 商業・工業・観光の振興などの費用

土木費 道路の整備、公園、住宅の管理などの
費用

消防費 消防・救急業務、防災行政無線の整備
および維持管理などの費用

教育費 市立学校・幼稚園の運営、社会教育・
体育の振興、文化財の保護などの費用

公債費 国や県、銀行などから借りたお金・利
子の返済金

収入（歳入） 147万 233円
給料 86万 3,538円
うち基本給
うち諸手当

市税
地方交付税
地方譲与税等

21万 8,453円
59万 6,327円
４万 8,758円

実家からの援助 25万 7,061円
国庫支出金
県支出金

15万 8,754円
９万 8,307円

銀行からの借入 市債 18万 5,991円
家賃収入 ３万9,360円

財産収入
分担金・負担金
使用料・手数料

3,859円
１万 5,503円
１万 9,998円

臨時収入 １万7,128円
諸収入
寄附金

１万6,839円
289円

前年度の余り 繰越金 ６万7,520円
預貯金の取崩し 繰入金 ３万9,635円

支出（歳出） 139万 3,234円
食費 人件費 20万 2,501円
医療費、養育費 扶助費 26万 2,954円
ローン返済 公債費 15万 5,224円
光熱費や通信費など 物件費 15万 537円
家の増改築、車の買い換え 普通建設事業費 22万 7,292円
家の維持補修 維持補修費 １万1,133円
子どもへの仕送り 繰出金 16万 6,048円
地域活動会費 補助費等 16万 1,175円
貯金 積立金 ４万7,272円
知人などへの貸付金 貸付金 3,025円
台風などの応急対応 災害復旧費 6,073円

26 年度末残高　121 億 5,640 万円
　前年度比　２億 1,636 万円増
　市民１人当たり 22 万 2,902 円

※�年度間の財源の不均衡を調整する財政調整基金
や市債を計画的に返済するための減債基金、福
祉や教育など特定の目的のために積み立てる特
定目的基金（７基金）があります。

26 年度末残高　347 億 2,281 万円
　前年度比　10 億 5,215 万円増
　市民１人当たり 63 万 6,684 円

※�道路や学校などの施設は、将来にわたって利用
されるものです。世代間で公平にその整備費用
を負担するため、市債を発行しています。

預貯金（積立基金）

歳出を目的別に分類したグラフ

借入金（市債）

山鹿市の家計簿（１世帯当たり）

������市の財政をより分かりやすくご覧いただくため、１世帯当たりに換算した家計簿を作成しました。

※ 12 ページに続きます。

※�１世帯当たりの額は、住民基本台帳世帯21,486世帯（平
成26年度末）で計算しています。

※�１人当たりの額は、住民基本台帳人口54,537人（平成26年度末）で計算しています。
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▶□決算状況
会　　計　　名 歳入総額 歳出総額 収支 26 年度末

積立金現在高
26 年度末
借入金残高

国民健康保険事業 79 億 8,345 万円 77 億 9,923 万円 １億 8,422 万円 １億 3,437 万円 0円
後期高齢者医療 6億 6,732 万円 6億 6,477 万円 255 万円 0円 0円
農業集落排水事業 12 億 3,936 万円 12 億 3,936 万円 ０円 3,175 万円 66 億 8,373 万円
介護保険事業 61 億 694 万円 59 億 1,960 万円 １億 8,734 万円 ２億 8,588 万円 ０円
簡易水道事業 ６億 5,550 万円 ６億 4,468 万円 1,082 万円 ０円 14 億 3,173 万円
六郷財産区 58 万円 ５万円 53 万円 1,663 万円 ０円
城北財産区 1,162 万円 729 万円 433 万円 7,325 万円 ０円
稲田財産区 46 万円 ４万円 42 万円 307 万円 ０円
稲田六郷財産区 99 万円 ７万円 92 万円 3,291 万円 ０円

▶□健全化判断比率
　財政の健全度を示す「健全化判断比率」については、
いずれの指標についても早期健全化基準、財政再生基
準を下回りました。

比率 山鹿市 早期健全化
基準

財政再生
基準

実質赤字比率 黒字のため
該当なし 12.60% 20.00%

連結実質
赤字比率

黒字のため
該当なし 17.60% 30.00%

実質公債費比率 9.3% 25.0% 35.0%
将来負担比率 27.3% 350.0% −

▶□資金不足比率
　特別会計・企業会計の料金収入の規模と資金
不足を比較して、経営状況の深刻度を示す指標で
す。本市の対象となる会計は次のとおりで、いずれ
も資金不足を生じていないため、比率は「−（な
し）」になっています。

特別・企業会計 資金不足
比率

経営健全化
基準

水道事業会計 ― 20.0%
病院事業会計 ― 20.0%
下水道事業会計 ― 20.0%
農業集落排水事業
特別会計 ― 20.0%
簡易水道事業特別会計 ― 20.0%

　「特別会計」は、特定の事業を行う場合に、その収入と支出を区別して管理する
ために設置するもので、本市では、次の特別会計（９会計）を設置しています。

▶□損益計算書
区分 総収益 総費用 当期純利益
水道事業 4億 824 万円 ４億 198 万円 626 万円
病院事業 33 億 3,737 万円 44 億 8,913 万円 ▲11 億 5,176 万円
下水道事業 12 億 3,876 万円 11 億 9,796 万円 4,080 万円

【水道事業】
借方 貸方

固定資産 36 億 9,609 万円 固定負債
（退職給与引当金など） 22 億 7,907 万円

　（土地、建物など） 流動負債（未払金など） １億 4,131 万円
流動資産 ５億 4,563 万円 繰延収益 ３億 9,709 万円
　（現金、未収金など） 資本金 ９億 1,183 万円

剰余金 ５億 1,242 万円
　うち資本剰余金 62 万円
　うち利益剰余金 ５億 1,180 万円

資産合計 42 億 4,172 万円 負債・資本合計 42 億 4,172 万円

【病院事業】
借方 貸方

固定資産 47 億 7,243 万円 固定負債（借入金） 63 億 8,565 万円
　（土地、建物など） 流動負債（未払金など） ３億 8,583 万円
流動資産 10 億 8,966 万円 繰延収益 １億 6,986 万円
　（現金、未収金など） 資本金 １億 7,412 万円
繰延勘定 １億 5,602 万円 剰余金 ▲ 10 億 9,735 万円

　うち資本剰余金 １億 471 万円
　うち利益剰余金 ▲ 12 億 206 万円

資産合計 60 億 1,811 万円 負債・資本合計 60 億 1,811 万円

【下水道事業】
借方 貸方

固定資産 160 億 6,136 万円 固定負債（借入金） 59 億 329 万円
　（土地、建物など） 流動負債（未払金など） ７億 6,242 万円
流動資産 ４億 5,637 万円 繰延収益 82 億 257 万円
　（現金、未収金など） 資本金 ６億 7,864 万円

剰余金 ９億 7,081 万円
　うち資本剰余金 １億 3,603 万円
　うち利益剰余金 ８億 3,478 万円

資産合計 165 億 1,773 万円 負債・資本合計 165 億 1,773 万円

◦�実質赤字比率…普通会計の赤字の程度から財
政運営の深刻度を示す指標
◦�連結実質赤字比率…市の全会計（普通会計、
特別会計、公営企業会計）の赤字の程度から
財政運営の深刻度を示す指標
◦�実質公債費比率…借入金の返済額の大きさか
ら資金繰りの危険度を示す指標
◦�将来負担比率…借入金などの負債の残高から
将来的な財政の圧迫度を示す指標
◦�早期健全化基準…財政運営上の黄信号。この
基準が１つでも当てはまると、財政健全化計画
の策定などが義務付けられる。
◦�財政再生基準…財政運営上の赤信号。財政再
生計画の策定が義務付けられ、市債の発行が
制限される。

　「公営企業会計」は、独立採算を基本とした会計で、本市
では、次の企業会計（３会計）を設置しています。

決算状況平成26年度

特  別  会  計

公  営  企  業  会  計
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街角ぐるっとナビ 

歌い継がれる鹿北茶山唄の日本一を競う
…第 25 回鹿北茶山唄全国大会　　　　　　    10 月 25 日

「あいさつのまち山鹿」をアピールします
…あいさつの励行及び互礼の普及の推進に関する条例制定記念銘板除幕式 11 月 10 日

おいしいミカンをたくさんいただきました
…山鹿小学校でミカンの贈呈式 　　　　　 10 月 19 日

山鹿の未来を担う子どもたちのために
…株式会社エスケーホームから山鹿市へ 100 万円の寄附    10 月 26 日

　ことしで 25 回目となる鹿北茶山唄全国大会を鹿北体育セ
ンターなどで開催し、３〜 95 歳の参加者約 240 人が年齢
別の部門ごとに自慢の歌声を披露しました。
　鹿北茶山唄は江戸末期から歌い継がれてきた労働歌で、
素朴な詞と節まわしは全国の民謡愛好家に高い評価を得て
います。この日、遠くは愛知県からの参加もありました。
　最後に各部門の優勝者で競うグランプリ決定戦を制した
のは、青年の部優勝の馬場美

み か

雅さん（福岡県八女市）で
した。閉会式のあとには恒例のジャンケン大会を行い、運
良く勝ち残った人には袋いっぱいの鹿北の特産品を持ち
帰ってもらいました。また来年会場でお会いしましょう。

　鍋田に本社を置く住宅メーカーの株式会社エスケーホーム
（瀬口力

ちから

社長）から、山鹿市へ 100 万円を寄附されました。
同社は８月に福岡証券取引所「Qボード」へ上場され、こ
れを記念して地元へ恩返しをしたいと申し出られたものです。
　瀬口社長は「上場できたのは地元である山鹿市のおかげ
です。今後の山鹿市の発展と、未来の山鹿を担う子どもた
ちの成長を祈念して寄附します」とあいさつ。
　中嶋憲正市長は「寄附金は瀬口社長の思いを受け止め、
子どもたちの成長につながるような使いかたをします」とお
礼を述べました。贈呈式では山鹿市の子どもたちを代表して、
山鹿保育園の園児たちが一緒に目録を受け取りました。

「子どもたちの素晴らしいあいさつを範として」と書かれた記念銘板

「あまーい！」おいしそうにミカンを食べる子どもたち

　昨年９月２２日に議会提案で制定された、全国でも珍しい
「あいさつ条例」を記念する銘板を市役所敷地内に設置し、
関係者約 50 人が参加して除幕式を行いました。
　藤原弘

ひろし

市議会議長が「温もりのある、明るく元気な地域
社会の実現には、あいさつが欠かせない。この銘板を条例
のシンボルとして、あいさつ運動を推進したい。子どもたち
は今までどおり元気なあいさつをお願いします」とあいさつ。
小中学生を代表して、山鹿中学校の生徒会、山鹿小学校
のわかば会（児童会）の６人の子どもたちが「やさしい笑
顔で」「地域の絆を大切に心を込めて」「お互いを敬って」
など、それぞれにあいさつの心掛けを誓いました。

　ＪＡ鹿本みかん部会（田尻直
な お み

美会長、会員 113 人）から、
管内の全小学校にミカンを寄贈されました。ことしで８回目
となる取り組みで、山鹿小学校で行われた贈呈式では、約
1,600 個のミカンを４年３組の児童が受け取りました。
　三浦一

いっすい

水ＪＡ鹿本代表理事組合長は「ことしは８月の台
風でミカンの木が折れるなど大変でした。ミカン農家が苦労
して収穫したミカンです。食べて楽しんでください」とあいさ
つ。児童を代表して有働丈

じょうじ

獅さんと堤楓
かえで

さんが「たくさんの
ミカンをありがとうございます。児童みんなでおいしくいただ
きます」とお礼を述べました。さっそく試食した子どもたちは
「今まで食べたミカンの中で一番甘い」と喜んでいました。

少年少女１部に出場した鹿北小学校６年　阿部巧
たくみ

さん

目録の贈呈。左から山鹿保育園の園児と中嶋市長、瀬口社長
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しょう

里山の秋を満喫してもらいました
…きらり里山学校の開催　　　　  　11 月７・８日

街角ぐるっとナビ 

10/17

10/24 10/25

10/18

第 20 回 鹿本ふるさとじまんまつり 2015 鹿央ふるさと祭り

10 月のイベントスナップ集

子どもたちの元気な歌声が古代の森に響きました

長縄飛び大会高校生以下の部で優勝した鹿本商工 A

テレビの取材で自慢の米を PR おなじみの鹿本三線会

鞠智城のシンボル「八角形鼓
こ ろ う

楼」の登城は大人気

ころう君の誕生日をみんなでお祝いしました

ブルースターズ鹿央のライブ

ステージで農産物大釣り大会 力が入る綱引き大会

見事なハーモニーの JC ボイスの皆さん 特別ゲストまりこふんさん

第 19 回 肥後古代の森
しいのみコンサート

鞠
き く ち じ ょ う

智城国営公園化キャンペーン 2015
鞠智城の日
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まだまだあるよ。街角ぐるっとナビ

市内５カ所で清掃作業を実施しました
…全国一斉「シルバーの日」奉仕活動　　　　　　　　10 月 15 日

　山鹿市シルバー人材センターの会員
約 230 人が、市内５カ所（山鹿市総
合体育館、鹿北市民センター、ひまわ
り館、来民小学校、鹿央地域福祉セン
ター）で全国一斉「シルバーの日」に
ちなんだボランティア作業を行いました。
　日ごろの経験を生かして除草や植木
の剪定などを行い、お陰でとてもきれい
になりました。シルバー人材センターで
は、年間を通してさまざまなボランティア
活動を実施しています。熟練の作業を行う皆さん

まだまだあるよ。街角ぐるっとナビ
法務大臣感謝状贈呈
…近藤安

やすたか

隆さん　鹿校通二丁目　人権擁護委員
　近藤さんは平成 16 年７月１日から
現在に至るまでの永年にわたり、人権
擁護委員として人権尊重思想の普及・
高揚に貢献されました。人権相談では、
相談に来られる人たちの言葉に耳を傾
け、問題解決のお手伝いに尽力され、
また小・中学校における人権教室、企
業・福祉施設訪問など、広く人権啓発
活動に取り組まれたことの功績が認め
られ、法務大臣から感謝状が贈呈され
ました。

しょう

里山の秋を満喫してもらいました
…きらり里山学校の開催　　　　  　11 月７・８日
　農業体験を活用した農村観光の推進事業として、
奥矢谷渓谷きらり周辺で「きらり里山学校」を開催
しました。この事業は奥矢谷渓谷公園管理運営組合
（一法師將

ま さ み

實代表）が市の委託を受けて行うもので、
県内外から75人の家族連れが参加。地元の皆さん
の心のこもったおもてなしで、紅葉が始まった渓谷の
ウォーキングや大根の収穫体験などを楽しみました。
　御船町から家族と友人グループで参加した馬場
雅
ま さ お

夫さん（39 歳）は「地元には無い里山の風景が
心に残る。大きな大根の収穫はとても楽しめた」と笑
顔で話し、２日間の里山体験を満喫した様子でした。

ウォーキング中、笑顔がはじける子どもたち

農村集落活性化に向けて頑張っています
…山鹿地域づくり創生協議会による農村集落活性化計画作成
　山鹿地域づくり創生協議会（米
加田建

けん し ん

進会長）は、山鹿市農
業の活性化のため、今年度国の
農村集落活性化事業の採択を受
け、農村集落活性化計画作成に
取り組んでいます。
　モデル地区に、中山間地域は
鹿北町の岳間校区、園芸地域は
鹿央町の上広地区を選定しまし
た。来年度以降、計画を基にい
ろいろな活動を行う予定です。 11 月に行われたワークショップの様子

、

旅した風船
…米田保育園へお手紙が届きました
　米田保育園（古里由

ゆ み

美園長）の運動会で飛ばし
た風船が千葉県と大分県、愛媛県で発見され、発
見した人から電話があったり手紙が届いたりしました。
　千葉県から届いた手紙には「熊本から飛んで来て、
大変驚きました。風船はどんな旅をしてここまできた
んでしょう。雨にうたれて泣いた日や、かもめさんと
仲良く飛んだ日もあったでしょう」と温かい言葉が並
んでいます。古里園長は「子どもたちにこの話をした
ら、歓声が上がりました。手紙をくれた人に返事を書
き、また手紙をもらいました。これからも心温まる交
流を続けたい」と話しました。

届いた手紙と風船を持つ米田保育園の園児

健康で安心して暮らせるように
…第６回山鹿市健康まつり　　　　　　　　　　　　　　11 月７日

　山鹿市民医療センターで
健康まつりを開催しました。
ステージでは山鹿中学校の
太鼓演奏や山鹿保育園の鼓
隊演奏、くまモンも駆け付
け盛り上げてくれました。
　健康相談や展示、公開講
座なども行い、参加者は自
身の健康で気になることを、
専門のスタッフに相談して
いました。乳がん触診モデル体験をする参加者



場広の ●�掲載を希望する人は、掲載月前月の１日までに、原稿や写真を山鹿市役所秘書企画課へ
郵送または持参してください。
●�誌面の都合で掲載を調整する場合があります。
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鹿本商工高校機械科１年　上原アイバーさん　10月 14 日
出会いの輪

　10 月２日に開催された熊本県高等学校弁論大会
で、上原アイバーさんが見事最優秀賞を獲得し、
中嶋憲正市長に報告に訪れました。その後 11 月 13
日に宮崎市で行われた第 65 回九州高等学校弁論大
会でも最優秀賞を獲得。来年８月に広島県で行わ
れる第 40 回全国高校総合文化祭へ、県の代表とし
て出場します。
　フィリピンで生まれ、７歳のときに来日した上
原さんは、ことし鹿本商工高校に入学。弁論の内
容は、日本人として生きる思いを語るものです。
　上原さんは「人前で話すことが苦手だったが、
先生の薦めで弁論を始めた。自分の気持ちを人に
伝えることができるようになり、弁論をやってと
ても良かったと思う。県の代表として、期待に応

第 40 回全国高校総合文化祭出場決定
えられるよう頑張りたい」と話しました。
　中嶋市長は「マイナスをプラスにしたことが上
原さんのすごいところ。全国大会はもちろん、こ
れをきっかけにいろんな分野で活躍してほしい」
と激励しました。全国大会でも頑張ってください。

左から坂
さ か う え

上幸
さ ち よ

代校長、塘
と も お か

岡綾
あ や こ

子顧問、上原君、中嶋市長

山
鹿
だ
い
す
き
！

ま
ち
づ
く
り
養
成
塾

山
鹿
も
て
な
し
た
い

　
大
好
き
な
「
山
鹿
」
を
一
緒
に
考

え
、
語
り
ま
し
ょ
う
。

◦
日
時
　
12
月
９
日
㈬
　
午
後
７
時

◦�

場
所
　
鹿
本
市
民
セ
ン
タ
ー

◦�

テ
ー
マ
　「
人
生
か
け
て
？
町
お

こ
し
」

◦�

講
師
　
山
鹿
も
て
な
し
た
い

　
代
表
　
山
本
博ひ

ろ
し

◦
問
い
合
わ
せ
先

☎
０
９
０
‐
８
９
４
７
‐
４
９
５
０

（
山
本
）

ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー
を

習
っ
て
み
ま
せ
ん
か
！

コ
ス
モ
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

　
会
員
を
募
集
し
ま
す
。
基
礎
か
ら

丁
寧
に
指
導
し
ま
す
の
で
、
関
心
の

あ
る
人
は
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

◦�

練
習
日
時
　
第
１
・
３
火
曜
日

　
午
後
７
時
〜
９
時

◦
場
所
　
岩
原
の
郷

◦
参
加
料
　
無
料

◦
問
い
合
わ
せ
先

☎
０
９
０
‐
３
７
３
８
‐
７
２
７
９

（
壇だ

ん

）

鹿
本
高
校
同
窓
会
講
演
会

鹿
本
高
校
同
窓
会

　
熊
日
連
載｢

わ
た
し
を
語
る｣

で

も
お
な
じ
み
の
中
村
青せ

い

し史
先
生
の
講

演
会
を
開
催
し
ま
す
。
市
民
の
皆
さ

ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◦
日
時
　
12
月
１
日
㈫
　
午
後
１
時

◦
場
所
　
鹿
本
高
校
体
育
館

◦
演
題
　「
私
の
歩
ん
で
き
た
道
」

◦�

講
師
　
中
村
青
史
氏
（
元
熊
本
大

学
教
育
学
部
教
授
、
１
９
５
２
年

山
鹿
高
校
卒
業
）

◦
問
い
合
わ
せ
先
☎
44
‐
５
１
０
１

（
鹿
本
高
校
　
高
木
）

山
鹿
の
に
ぎ
わ
い

も
て
○ま

る

マ
ー
ケ
ッ
ト

山
鹿
も
て
な
し
た
い

◦�

日
時
　
12
月
13
日
㈰

　
　
　
　
午
前
８
時
〜
11
時

子
ど
も
が
笑
顔
を
く
れ
ま
す

お
も
て
な
し
子
ど
も
公
演

山
鹿
も
て
な
し
た
い

◦
日
時
・
内
容

　
12
月
13
日
㈰
午
前
10
時
〜
10
時
半

　�「
三
味
線
・
灯
籠
踊
り
・
山
鹿
中

太
鼓
競
演
」

◦
場
所
　
さ
く
ら
湯

◦
参
加
費
　
無
料

◦
問
い
合
わ
せ
先

☎
０
９
０
‐
８
９
４
７
‐
４
９
５
０

（
山
本
）

九
州
ま
ち
づ
く
り
音
楽
祭

音
楽
祭
実
行
委
員
会

　
国
土
交
通
省
九
州
地
方
整
備
局
の

音
楽
愛
好
家
と
そ
の
仲
間
た
ち
に
よ

る
手
作
り
イ
ベ
ン
ト
「
九
州
ま
ち
づ

く
り
音
楽
祭
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
九
州
の
い
ろ
い
ろ
な
ま
ち
を
巡
っ

て
、
こ
と
し
は
こ
こ
山
鹿
市
に
や
っ

て
き
ま
す
。chaobee

（
山
鹿
市
）

ほ
か
、
九
州
各
地
か
ら
21
組
が
天て

ん
ち
ょ
う聽

の
蔵
に
集
結
し
ま
す
。

　
ロ
ッ
ク
、
ポ
ッ
プ
ス
、
ジ
ャ
ズ
、

ア
ニ
ソ
ン
か
ら
昭
和
歌
謡
ま
で
、
飲

ん
で
歌
っ
て
踊
れ
る
「
大
人
の
学
園

◦
場
所
　
さ
く
ら
湯
前
広
場

◦�

内
容
　
野
菜
や
手
作
り
品
、
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
。
出
店
者

も
募
集
し
て
い
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
先

☎
０
９
０
‐
８
９
４
７
‐
４
９
５
０

（
山
本
）

祭
」
の
よ
う
な
雰
囲
気
で
す
。
臼
杵

シ
シ
カ
レ
ー
、
う
き
は
お
で
ん
な
ど

の
食
べ
物
や
飲
み
物
も
準
備
し
て
い

ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
遊
び
に
来
て
く

だ
さ
い
。

◦�

日
時
　
12
月
５
日
㈯

　
午
前
10
時
〜
午
後
９
時

◦
場
所
　
天
聽
の
蔵

◦
入
場
料
　
無
料

◦
問
い
合
わ
せ
先

☎
０
９
０
‐
９
０
７
９
‐
１
８
４
５

（
興こ

う
ろ
き梠

）
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と
も
び
き
塾

夢
想
庵

◦
日
時
　
12
月
２
日
㈬
　
午
後
７
時

◦�

場
所
　
夢
想
庵

◦�

内
容
　
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

◦�

講
師
　
原
生
花

◦
会
費
　
５
０
０
円
（
お
預
か
り
し

　
葬
祭
支
援
に
し
ま
す
）

◦
問
い
合
わ
せ
先
☎
43
‐
２
２
１
１

ギ ャ ラ リ ー

Gallery街角街角
今月の

パスタ＆ギャラリーポポロ（鹿校通）
問☎ 44 ‐ 4835

⃞▶西川誠一ペン個展
　期間　12 月１日㈫〜 15 日㈫
⃞▶きらめく花の会 押花展
　 講師　坂本とみ先生
　�期間　12 月 16 日㈬〜 28 日㈪
※�日曜日定休。時間は 11：30 〜 21：00
　（最終日は 15：00 まで）

お菓子の香梅　山鹿店（鹿校通）
問☎ 44 ‐ 4561（山﨑）

⃞⃞▶ステンド・グラス展
　山鹿ステンド・グラスの会
　期間　12 月１日㈫〜 15 日㈫
　�時間　９：00〜 19：30
　（15 日は午前中まで）

蔓薔薇
問☎ 43 ‐ 8920

⃞⃞▶永田いづみ・山﨑和子　二人展
　期間　12 月 25 日㈮まで
　時間　11：00 〜 18：00
　※�第２火曜日、毎週水曜日定休。
　　金・土曜日は 21：00 まで。

季
節
の
折
り
紙
教
室

参
加
者
募
集
中
！

温
泉
プ
ラ
ザ
山
鹿 

組
合
事
務
局

　
お
正
月
飾
り
に
ぴ
っ
た
り
！
折
り

紙
で
連
獅
子
を
作
ろ
う
。

◦�

日
時
　
12
月
25
日
㈮

　
午
後
１
時
〜
２
時

◦
場
所
　
温
泉
プ
ラ
ザ
山
鹿
３
階

　
ジ
ュ
ン
・
フ
ァ
イ
ブ
横

◦�

参
加
費
　
１
０
０
円

◦
問
い
合
わ
せ
先
☎
44
‐
４
７
５
９

｢万葉の風｣鹿央物産館（常設展示場）
問☎ 36 ‐ 3838

⃞⃞▶デザイントムテ
　イラストレーション展
　二宮大輔さん
　期間　12 月１日㈫〜 23 日㈷
　時間　10：00 〜 17：00
　※月曜日定休

人
形
劇
団
プ
ー
ク

「
て
ぶ
く
ろ
」

山
鹿
子
ど
も
劇
場

◦
日
時
　
12
月
23
日
㈷
　
午
後
６
時

◦
場
所
　
八
千
代
座
交
流
施
設

◦�

内
容
　
真
冬
の
森
で
、
落
と
し
物

の
て
ぶ
く
ろ
に
、
森
の
動
物
た
ち

が
次
々
と
入
っ
て
い
き
ま
す
。
て
ぶ

く
ろ
は
今
に
も
は
ち
切
れ
そ
う
！

世
界
中
で
親
し
ま
れ
て
い
る
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
の
民
話
で
す
。
か
わ
い

い
人
形
が
た
く
さ
ん
登
場
し
ま

す
。乳
幼
児
の
観
劇
ス
タ
ー
ト
に
、

ぴ
っ
た
り
の
作
品
で
す
。

◦
参
加
費
　
会
員
制（
当
日
入
会
可
）

◦
問
い
合
わ
せ
先

☎
０
９
０
‐
９
６
０
３
‐
１
８
９
５

（
川
端
）

☎
０
９
０
‐
９
７
２
２
‐
５
２
１
３

（
中
島
）

ハ
ナ
ウ
タ
in
八
千
代
座

２
０
１
５

ハ
ナ
ウ
タ
会
事
務
局

　
ハ
ナ
ウ
タ
響
く
歌
声
の
街
山
鹿

で
、
４
回
目
の
ア
カ
ペ
ラ
・
ゴ
ス
ペ

ル
音
楽
祭
を
開
催
し
ま
す
。

◦
期
日
　
12
月
19
日
㈯

◦
場
所
　
八
千
代
座

◦�

入
場
料
　
５
０
０
円
（
高
校
生
以

下
無
料
※
要
無
料
入
場
券
）

◦�

時
間
・
内
容
　【
第
１
部
】
午
後

１
時
半
〜
４
時
半
「
ア
カ
ペ
ラ
音

楽
祭
」
Ｊ
Ｃ
ボ
イ
ス
ほ
か
最
大
15

組
が
出
演
、【
第
２
部
】
午
後
５

時
〜
６
時
「G

O
SPEL�TH

E�
N
I G
H
T

」
ソ
ウ
ル
マ
テ
ィ
ッ
ク

スw
ithYA

M
AGA

ゴ
ス
ペ
ル
隊

コ
ン
サ
ー
ト

◦
問
い
合
わ
せ
先
☎
43
‐
１
８
２
９

（
三
浦
）

練
り
歩
い
た
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン

　
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
当
日（
10
月
31
日
）

が
土
曜
日
と
い
う
こ
と
で
、
小
学
生

と
保
護
者
で
水
辺
プ
ラ
ザ
ま
で
１
㌔

ほ
ど
練
り
歩
き
ま
し
た
。

　「
ト
リ
ッ
ク
オ
ア
ト
リ
ー
ト
」「
お

菓
子
を
く
れ
な
き
ゃ
い
た
ず
ら
す
る

ぞ
ー
」
と
３
軒
の
お
宅
に
伺
い
、
お

菓
子
を
い
た
だ
き
子
ど
も
た
ち
も
大

喜
び
。
暗
い
夜
道
を
集
団
で
歩
く
こ

と
は
、
明
る
い
時
と
は
違
う
危
険
が

あ
る
こ
と
に
気
付
き
ま
し
た
。

　
初
め
て
の
試
み
で
し
た
が
、
思
い

思
い
に
仮
装
し
た
子
ど
も
た
ち
の
い

つ
も
と
違
う
姿
を
見
ら
れ
て
、
親
と

し
て
も
楽
し
め
ま
し
た
。（

大
嶋
武た

け

し志
）

冨
田
警
部
補
が
警
察
庁
長

官
賞
詞
を
受
け
ま
し
た

　
大
津
署
交
通
１
課
の
冨
田
和か

ず
ひ
ろ広
警

部
補
（
鹿
本
町
津
袋
出
身
）
が
、

２
０
１
５
年
全
国
優
良
警
察
職
員
表

彰
で
警
察
庁
長
官
賞
詞
を
受
け
ま
し

た
。
冨
田
警
部
補
は
１
９
８
２
年
に

県
警
入
り
し
て
以
来
、
地
域
安
全
の

た
め
尽
力
し
て
い
ま
す
。

　
冨
田
警
部
補
の
受
賞
を
知
り
、
喜

び
と
誇
り
に
思
う
と
と
も
に
、
あ
ら

た
め
て
交
通
事
故
を
身
近
に
と
ら
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

将
来
有
る
身
が
瞬
時
に
失
わ
れ
る
事

故
で
、
残
さ
れ
た
家
族
の
悲
し
み
や

苦
し
み
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ

ん
。
私
た
ち
は
加
害
者
に
も
被
害
者

に
も
な
り
う
る
こ
と
を
忘
れ
ず
、
違

反
・
事
故
ゼ
ロ
に
市
民
一
体
と
な
っ

て
努
め
た
い
と
切
に
願
い
ま
す
。

（
津
袋
区
）冨田和広警部補
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市　民　文　芸

肥
後
狂
句

俳
　
句

短
　
歌

肥
後
狂
句

俳
　
句

短
　
歌

肥
後
狂
句

俳
　
句

短
　
歌

肥
後
狂
句

俳
　
句

短
　
歌

河
鹿
会　

肥
後
狂
句　

十
月
例
会

古
川
ひ
ろ
み
選

集
ま
っ
て
　
話
し
ゃ
そ
こ
そ
こ
さ
あ
飲
も
か

早
田
　
允
英

集
ま
っ
て
　
役
員
頼
み
行
く
ば
い
た

井
上
芙
美
子

市
場
　
買
う
ち
き
た
ば
い
箱
な
が
り

中
川
　
正
子

肥
後
狂
句
や
ま
が
会　

十
月
例
会

荻
正
好
選

あ
き
の
き
た
　
雲
も
デ
ザ
イ
ン
変
え
て
来
た

小
水
流
繁
富

何
処
吹
く
風
　
憲
法
の
主
旨
無
知
か
無
視

長
瀬
　
狂
介

早
い
な
ぁ
　
お
転
婆
さ
ん
も
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ

遠
藤
　
上
気

思
い
立
ち
　
夢
見
た
と
こ
に
旅
に
出
る

稗
田
　
　
恵

業
を
煮
や
し
　
隣
の
落
葉
倍
返
し落

合
　
万
吉

荒
木
又
衛
門
選

思
い
立
ち
　
記
念
碑
掃
除
続
き
よ
る

川
上
　
火
男

早
い
な
ぁ
　
又
年
賀
状
書
か
な
ん
か

宮
川
　
幸
代

何
処
吹
く
風
　
通
り
す
ぎ
ら
す
募
金
箱

立
山
　
連
峰

そ
る
が
た
い
　
話
よ
っ
た
ら
縁
家
内

長
野
　
お
節

あ
き
の
き
た
　
コ
ロッ
ケ
ば
か
り
食
わ
せ
ら
す

三
代
ミ
ン
子

菊
鹿
銀
河
俳
句
会

シ
ャ
ツ
乾
く
膝
に
た
た
み
て
日
の
短
か
　
　
酒
井
　
睦
美

鐘
一
打
秋
の
夜
明
け
の
灯
を
と
も
す
　
　
　
内
古
閑
眸
子

家
路
つ
く
背
負
い
籠
に
は
秋
の
草
　
　
　
　
飯
川
　
貞
子

新
人
俳
句
講
座

瀬
口
忠
一
選

空
晴
れ
て
青
の
原
色
秋
の
空
　
　
　
　
　
　
木
村
　
圭
吾

軒
下
の
午
後
の
日
ざ
し
も
秋
の
色　
　
　
　

加
藤
寿
美
代

山
里
に
棚
田
広
が
り
彼
岸
花　
　
　
　
　
　

岡
崎
小
貴
子

タ
ッ
プ
俳
句
教
室　

十
一
月
例
会

山
口
信
博
選

残
さ
れ
し
風
鈴
響
く
小
窓
か
な
　
　
　
　
　
原
口
　
知
子

朝
風
に
光
る
稲
穂
や
こ
う
べ
垂
れ
　
　
　
　
池
田
　
亜
美

落
葉
道
か
な
で
る
音
に
耳
す
ま
せ
　
　
　
　
尾
田
　
大
空

鹿
本
町
俳
句
教
室　

十
月
例
会

利
光
釈
朗
選

出
来
具
合
秘
か
に
競
い
稲
を
刈
る
　
　
　
　
坂
本
　
礼
子

面
映
ゆ
し
老
の
手
習
い
松
手
入
れ　
　
　
　

小
原　

洋
子

秋
の
虹
児
に
や
わ
ら
か
き
寝
息
あ
り　
　
　

藤
永　

郁
代

山
鹿
俳
句
会

利
光
釈
郎
選

聞
く
と
な
く
ち
ち
ろ
の
夜
の
深
み
ゆ
く
　
　
坂
田
　
貞
子

菊
生
け
て
菊
の
塵
掃
く
師
匠
か
な
　
　
　
　
松
下
　
圭
士

爽
や
か
な
若
坊
様
の
読
経
か
な
　
　
　
　
　
園
田
　
紀
子

鹿
本
短
歌
会　

十
月
詠
草

清
田
由
井
子
選

紋
白
蝶
は
青
葉
に
止
り
ひ
と
休
み
巴
の
紋
様
開
い
て
は
閉
じ
　
　
　
　
　
荒
尾
智
恵
子

秋
明
菊
白
き
コ
ス
モ
ス
清
々
し
亡
母
の
好
み
し
季
節
と
な
り
ぬ
　
　
　
　
中
山
　
秀
子

春
け
る
光
は
差
せ
り
山
里
に
木
立
も
家
も
こ
が
ね
に
映
え
て
　
　
　
　
　
江
良
美
佐
子

石
人
短
歌
会　

十
月
例
会

富
田
豊
子
選

草
摘
み
て
清
す
が
し
と
も
淋
し
と
も
秋
の
狹
庭
の
は
や
暮
れ
染
ま
る
　
　
鬼
木
　
芳
子

八
千
代
座
に
秋
の
公
演
海
老
蔵
の
熱
演
姿
　
拍
手
は
や
ま
ず
　
　
　
　
　
三
森
　
京
子

夕
空
を
三
羽
の
鴉
が
飛
ん
で
ゆ
く
草
取
止や

め
て
手
を
振
り
送
る
　
　
　
　
松
岡
み
ち
え

あ
ぢ
さ
ゐ
短
歌
会　

十
一
月
例
会

き
ら
め
き
て
揺
る
る
夜
露
は
茶
の
葉
よ
り
こ
ぼ
れ
て
落
ち
ぬ
夕
月
の
夜
　
関
　
ケ
イ
子

夕
風
に
髪
の
み
だ
れ
も
心
地
よ
く
散
り
ゆ
く
葉
音
に
秋
は
す
ぎ
ゆ
く
　
　
松
本
　
洋
子

寂
し
さ
は
夕
方
一
番
と
い
う
友
の
気
持
ち
分
か
り
ぬ
我
も
独
り
身
　
　
　
池
田
　
敏
子

鹿
北
短
歌
会　

十
月
短
歌
詠
草

投
稿
し
一
縷
の
期
待
抱
き
つ
つ
日
々
の
新
聞
ひ
そ
か
に
開
く
　
　
　
　
　
西
牟
田
節
代

日
没
の
鐘
に
さ
そ
わ
れ
遊
ぶ
子
ら
家
の
あ
か
り
に
吸
わ
る
る
ご
と
く
　
　
島
北
　
皎
誓

ひ
と
冬
を
わ
が
身
い
と
わ
ず
蕾
抱
く
み
や
こ
わ
す
れ
に
の
ぞ
く
む
ら
さ
き
　�

徳
永
　
則
子

菊
鹿
短
歌
会　

十
月
詠
草

つ
ば
く
ら
は
横
一
列
に
並
び
た
り
み
な
み
へ
向
か
ふ
意
志
を
固
め
て
　
　
渕
上
　
修
次

純
白
の
フ
リ
ル
の
付
き
し
グ
ラ
ジ
オ
ラ
ス
お
色
直
し
の
ド
レ
ス
に
も
似
て
　
　
長
野
　
節
子

出
揃
ひ
し
穂
田
色
づ
け
ば
峡
の
村
秋
の
ひ
か
り
は
野
に
空
に
満
つ
　
　
　
中
原
ち
え
子

鹿
央
短
歌
会　

十
月
作
品

真
新
し
き
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
シ
ュ
ー
ズ
履
き
い
そ
い
そ
挑
む
茂
れ
る
草
に　

東　

よ
り
子

難
民
を
見
れ
ば
平
和
な
日
本
に
生
ま
れ
し
幸
せ
つ
く
づ
く
思
う　
　
　
　

江
藤
美
知
子

資
料
館
に
越
中
富
山
の
反
魂
丹
薬や

く
た
い袋
の
絵
も
紙
風
船
も　
　
　
　
　
　
　

立
山　

〆
子

三
岳
短
歌
会　

十
月
例
会

す
す
き
生
ふ
川
土
手
の
な
か
山
百
合
の
花
の
紅
き
が
朝
日
に
映
ゆ
る
　
　
荒
木
　
光
子

縁
側
で
猫
の
フ
ー
タ
は
日
向
ぼ
こ
夢
で
も
見
て
る
か
髭
を
ゆ
ら
し
て
　
　
一
森
　
久
子

猛
烈
な
食
欲
み
せ
て
か
つ
お
菜
を
食
い
尽
く
し
た
る
小
さ
き
虫
ら
が
　
　
有
働
　
恵
子
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『やまが肝いりどん』通信
古閑藤

ふ じ お

夫さん（保多田）
　地域に対するお礼の意味で自治
会活動をはじめ、いろいろな活動
をボランティアで行っています。
　結婚を考えている人の縁結びの
お手伝いができればと思い応募し
ました。

※やまが肝いりどんとは、本市が行う結婚支援「やま
が肝いりどん」事業の相談員です。

肝いりどんについての問い合わせ先
…地域生活課　☎ 43 － 1114

新着図書ピックアップ
蔵書場所の省略表記
ひだまり図書館　　【ひだまり】　こもれび図書館　　【こもれび】
鹿北公民館図書室　【鹿北】　菊鹿公民館図書室　【菊鹿】
鹿央公民館図書室　【鹿央】

【ひだまり】
【こもれび】

　島に１軒だけある小さな書店。偏屈な
店主は、くる日もくる日も、ひとりで本を売っ
ていた。ある日、幼い女の子が店に捨て
られていた。彼女を育て始めた店主は、
人を愛する心を知っていき…。本が人と
人とをつなげる優しい物語。

『書店主フィクリーのものがたり』
ガブリエル・ゼヴィン / 著　小尾芙佐／訳　早川書房 / 出版

催
し
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

鹿本市民センター２階視聴覚室
・こどものための上映会
　「スノーマン」
　▷12月23日㈷　午後２時から（30 分）
山鹿市民交流センター中会議室１
・こども上映会
　「ふしぎの国のアリス」ルイス・キャロル原作
　▷12月27日㈰　午後２時から（75 分）
ひだまり図書館
・土曜日のおはなし会　午後２時から
　▷12月５日㈯・12日㈯・19日㈯・26日㈯
・プレママTime（妊婦対象）　火曜日午前10時45分から
・おひざにだっこのおはなし会　午前11時から
　▷12月１日㈫・８日㈫・15日㈫・22日㈫
・山鹿ブランド2015　重曹でスッキリ、新酒で新年
・山鹿の宝箱は、宮下農園の「米粉クッキー」ご紹介!!
こもれび図書館　
・土曜日のおはなし会　午前11時から
　▷12月５日㈯・12日㈯・19日㈯・26日㈯
・プレママTime（妊婦対象）　木曜日午前10時45分から
・おひざにだっこのおはなし会　午前11時から
　▷12月３日㈭・10日㈭・17日㈭・24日㈭
・「育てよう思いやりのこころ」人権週間関連本展示中
・「恋愛物語+恋愛指南書」青春コーナーでご紹介!!

休
館
日

ひだまり図書館
▷12月７日㈪・14日㈪・21日㈪・28日㈪
こもれび図書館
▷12月２日㈬・９日㈬・16日㈬・23日㈷

※12月２9日㈫〜平成28年１月３日㈰は両館とも年末年始休館

【ひだまり】

　色鮮やかなおりがみを型紙に合わせ
て切るだけで、切り絵が簡単にできる
楽しい本。

『おりがみで春夏秋冬切り絵かざり　はさみ
だけでだれでもかんたんにつくれちゃう！』

いまいみさ / 著　毎日新聞 / 出版

【ひだまり】
【こもれび】

　バラノツボミ姫は赤ちゃんのときに
悪い妖精に呪いをかけられ、16 歳の誕
生日に深い眠りにおちました。100 年
後、ハンサムな王子が現れ…。
　読み継がれたおとぎ話を、サラ・ギ
ブの優美な絵が語りあげます。

『ねむりひめ』グリム原作
サラ・ギブ / 絵　角野栄子 / 訳　文化学園文化出版局 / 出版

問い合わせ先
 　★ひだまり図書館　　☎ 46 ｰ 1310　　★こもれび図書館　　☎ 43 ｰ 1082　　★鹿北市民センター　☎ 32 ｰ 3111
 　★菊鹿市民センター　☎ 48 ｰ 3111　　★鹿央市民センター　☎ 36 ｰ 3111　　★社会教育課　　　　☎ 43 ｰ 1651

～～～私が結婚のサポートをします～～～
　10 月から、新しく２人がやまが肝いりどんに就任
されましたので紹介します。

大林節
せ つ お

朗さん（熊入町）
　社会は少子高齢化から人口減少
の時代に進みました。本市におい
てもその傾向は顕著です。独身者
の増加、晩婚化を感じます。その
原因の一つに出会いの機会の少な
さがあるのではないか…。
　今回、この活動に応募した直接のきっかけは、知人
の肝いりどんに誘われたからです。十分お役に立てる
か分かりませんが、関係諸先輩の指導を受けながら精
いっぱい頑張るつもりです。
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第４回

堀ほ
り
う
ち内
伝で

ん
え
も
ん

右
衛
門
が
聞
い
た
討
ち
入
り
の
話

　

前
回
、
赤あ

こ
う
ろ
う
し

穂
浪
士
た
ち
に
対
す
る
細
川
家
の
歓
待
ぶ
り
を
紹

介
し
ま
し
た
が
、
今
回
は
接せ

っ
ぱ
ん伴
（
接
待
）
役
の
堀
内
伝
右
衛
門

が
浪
士
た
ち
か
ら
聞
い
た
討
ち
入
り
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
し

ま
す
。

矢や

だ田
五ご

ろ

う

え

も

ん

郎
右
衛
門
の
折
れ
た
刀

　

吉き

ら良
邸
内
の
様
子
が
分
か
る
話
と
し
て
、
浪
士
の
一
人
、
矢

田
五
郎
右
衛
門
が
持
っ
て
い
た
刀
の
話
で
す
。

　
「
私
（
矢
田
）
が
持
っ
て
い
た
刀
は
物も

の
う打

ち
（
中
心
部
分
）

の
５
～
６
寸
（
約
15
～
18
㎝
）
下
で
折
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
れ
は
討
ち
入
り
の
夜
の
こ
と
、（
吉
良
邸
の
）
広
間
か
ら
書

院
へ
つ
な
が
る
廊
下
を
通
る
と
何
者
か
が
切
り
か
か
っ
て
き
ま

し
た
。
振
り
返
っ
て
反
撃
す
る
と
一
太
刀
目
で
（
相
手
が
）
倒

れ
、二
太
刀
目
で
刀
が
折
れ
た
の
で
す
。良
く
見
た
ら（
倒
れ
た
）

相
手
の
下
に
火
鉢
が
あ
っ
た
の
で
、
刀
は
火
鉢
に
当
た
っ
て
折

れ
た
の
だ
と
分
か
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
相
手
の
刀
を
奪
っ
て

そ
れ
を
使
い
ま
し
た
」
こ
の
話
か
ら
吉
良
邸
の
中
が
真
っ
暗

だ
っ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
ま
す
。

吉
田
忠ち

ゅ
う
ざ
え
も
ん

左
衛
門
が
語
っ
た
吉
良
上こ

う
ず
け
の
す
け

野
介
の
最
期

　

吉
田
忠
左
衛
門
は
武
芸
に
秀
い
で
、人
望
が
厚
か
っ
た
た
め
、

大
石
内く

ら
の
す
け

蔵
助
に
次
ぐ
役
割
の
人
物
と
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
忠
左

衛
門
が
語
っ
た
討
ち
入
り
の
様
子
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
「
私
（
吉
田
）
は
裏
門
か
ら
入
り
ま
し
た
。
奥
座
敷
の
近
く

を
調
べ
て
い
る
と
雪せ

っ
ち
ん隠
（
便
所
）
の
よ
う
な
所
で
人
の
音
が
し

た
の
で
乗
り
込
む
と
、
何
者
か
が
座
敷
の
ほ
う
へ
と
逃
げ
込
み

ま
し
た
。
向
か
っ
て
行
く
と
（
吉
良
方
の
）
三
人
が
皿
や
茶
碗
、

炭
を
投
げ
つ
け
て
き
ま
し
た
。
浪
士
の
一
人
、
間は

ざ
ま

十じ
ゅ
う
じ
ろ
う

次
郎
が
鑓や

り

で
攻
め
か
か
る
と
、
年
配
の
男
の
前
に
二
人
が
立
ち
ふ
さ
が
っ

た
の
で
打
ち
果
た
し
ま
し
た
。
年
配
の
男
も
脇わ

き
ざ
し差
（
短
刀
）
を

振
り
回
し
て
き
た
の
で
、
十
次
郎
が
鑓
で
突
き
倒
し
、
首
を
取

り
ま
し
た
。良
く
見
る
と
額ひ

た
い

に
古
傷
と
思
わ
れ
る
も
の
が
見
え
、

白
い
小
袖
を
着
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
し
っ
か
り
確
認
し
た

と
こ
ろ
、
こ
の
人
物
が
上
野
介
殿
だ
と
分
か
り
ま
し
た
。
直
前

ま
で
寝
て
い
た
よ
う
で
布
団
も
温
か
く
、
そ
ば
に
は
刀
だ
け
が

残
さ
れ
て
い
ま
し
た
」

　

上
野
介
殿
の
養
子
・
左さ

ひ
ょ
う
え

兵
衛
殿
も
長な

ぎ
な
た刀
で
応
戦
し
て
き
ま
し

た
が
、
傷
を
負
っ
た
の
で
長
刀
を
捨
て
て
退
散
し
て
い
き
ま
し

た
。
夜
が
明
け
て
、
捨
て
ら
れ
た
長
刀
が
立
派
な
の
を
見
て
、

左
兵
衛
殿
だ
っ
た
と
分
か
り
ま
し
た
」。

　

忠ち
ゅ
う
し
ん
ぐ
ら

臣
蔵
の
ド
ラ
マ
な
ど
で
は
浪
士
が
炭
小
屋
に
隠
れ
て
い
た

上
野
介
を
引
き
出
し
、
首
を
取
る
場
面
が
出
て
き
ま
す
が
、
実

際
は
討
ち
取
っ
て
初
め
て
上
野
介
だ
と
確
認
で
き
た
よ
う
で

す
。

　

大
石
内
蔵
助
は
討
ち
入
り
の
際
、
浪
士
た
ち
に
「
向
か
っ
て

来
る
者
と
は
戦
い
、
そ
う
で
な
い
も
の
は
放
っ
て
お
け
」
と
命

じ
て
い
た
た
め
、
負
傷
し
て
戦
い
を
離
れ
た
（
一
説
に
は
気
絶

し
て
い
た
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
）
左
兵
衛
ら
は
首
を
取
ら
れ

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

今
回
の
文
章
も
「
堀
内
伝
右
衛
門
覚
書
」
を
も
と
に
作
成
し

ま
し
た
。

　
　
　
　

問
い
合
わ
せ
先
…
社
会
教
育
課　

☎
43
‐
１
６
５
１

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
　
注
文
前
に
販
売

店
の
信
用
性
を
確
か
め
ま
し
ょ
う
！
　

【
事
例
】

　

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
紹
介
の
サ
イ
ト
で
、
人
気
ブ
ラ

ン
ド
バ
ッ
グ
の
最
新
モ
デ
ル
が
格
安
販
売
さ
れ
て
い

て
、
指
定
口
座
に
代
金
を
振
り
込
ん
だ
が
商
品
が
届

か
な
い
。
連
絡
先
の
電
話
は
つ
な
が
ら
ず
、
販
売
サ

イ
ト
も
消
滅
し
て
い
た
。
だ
ま
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

●
　�

支
払
い
方
法
が
前
払
い
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決
済

の
場
合
、
常
に
こ
の
リ
ス
ク
が
あ
り
ま
す
。
注
文

前
に
、
販
売
店
の
信
用
性
の
確
認
を
し
ま
し
ょ
う
。

詐
欺
が
疑
わ
れ
る
場
合
は
警
察
へ
の
相
談
も
考
え

ま
し
ょ
う
。

●
　�

ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
決
定
打
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ト
ラ

ブ
ル
を
防
ぐ
た
め
に
次
の
点
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

①�

シ
ョ
ッ
プ
の
所
在
地
、
電
話
番
号
を
必
ず
確
認
し
、

不
備
が
あ
る
サ
イ
ト
と
は
取
引
し
な
い
。
確
実
に
連

絡
の
取
れ
る
連
絡
先
を
確
認
す
る
。

②�

支
払
い
方
法
が
複
数
用
意
さ
れ
て
い
る
シ
ョ
ッ
プ
を

選
ぶ
よ
う
に
す
る
。
個
人
名
口
座
へ
の
前
払
い
で
の

振
り
込
み
に
は
注
意
す
る
こ
と
。

③�

ネ
ッ
ト
で
の
評
判
な
ど
運
営
実
績
を
参
考
に
す
る
。

※�

お
困
り
の
際
は
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

問
…
山
鹿
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
商
工
観
光
課
内
）

☎
43
‐
１
５
７
９

　
　
熊
本
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
６
‐
３
８
３
‐
０
９
９
９

討ち入りの様子（イメージ）
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問…環境課　☎43-7211

環境だより環境だより

「
冬
の
節
電
・
省
エ
ネ
」
へ
の

ご
協
力
に
つ
い
て

　

今
冬
の
電
力
需
給
は
、
現
在
稼
動
し
て
い
る
原
子
力
発

電
所
以
外
の
再
稼
働
が
な
い
場
合
で
も
、
他
電
力
会
社
か

ら
の
応
援
融
通
な
し
で
安
定
供
給
に
最
低
限
必
要
な
予
備

率
３
％
を
確
保
で
き
る
見
通
し
で
す
。

　

し
か
し
、
厳
冬
に
よ
る
電
力
需
要
の
急
増
や
発
電
設
備

の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
が
起
き
た
場
合
に
は
、
厳
し
い
需
給
状

況
と
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

今
冬
も
可
能
な
限
り
節
電
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

節
電
要
請
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

『
九
州
電
力
㈱
管
内
の
節
電
要
請
の
概
要
』

要
請
期
間

　

平
成
27
年
12
月
１
日
㈫
か
ら
平
成
28
年
３
月
31
日
㈭
ま
で

の
期
間
中
、
平
日
の
午
前
８
時
か
ら
午
後
９
時
ま
で
に
限
り

ま
す
。

※�

年
末
の
平
成
27
年
12
月
29
日
㈫
～
31
日
㈭
ま
で
を
除
く

要
請
内
容

　

こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
節
電
対
策
を

中
心
に
、
生
活
・
健
康
や
生
産
・
経
済
活
動
に
支
障
の
な

い
範
囲
で
可
能
な
限
り
節
電
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
今
冬
も
具
体
的
な
数
値
目
標
は
設
け
ら
れ
て
い

ま
せ
ん
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

家庭の節電メニュー《取り組みの例》

【照明】
　不要な照明をできるだけ消す

【ジャー炊飯器】
　早朝にタイマー機能で１日分まとめて炊き、冷ましてから冷蔵庫で保存

【テレビ】
　画面の輝

き ど

度を下げ、必要なとき以外は消す
【冷蔵庫】
　設定を「弱」に、扉の開閉時間を減らし、食品を詰め込
みすぎないように

OFF！



小中学校・高校の子どもたちの話題を紹介するページです
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　　快挙！日本学校農業クラブ連盟発表大会
　　プロジェクト発表２部門で優秀賞受賞鹿本農業高校

◦鹿本農業高校データ◦　小田信也校長　生徒数 266 人

山鹿子育て支援センター　☎ 43‐ 1270　つどいの広場 (おさか童夢 )　☎43‐1155　病後児保育室　☎ 43‐ 1281
鹿北子育て支援センター　☎ 32‐ 3194　第一児童館　　　　　　　☎43‐1128　ファミリー・サポートセンター
菊鹿子育て支援センター　☎ 48‐ 4660　中央児童センター　　　　☎44‐0057　　　　　　　　☎ 44‐ 8800
鹿本子育て支援センター　☎ 46‐ 6029　児童センター　　　　　　☎46‐4441
鹿央子育て支援センター　☎ 36‐ 2150　鹿本児童館　　　　　　　 ☎46‐4455

この旗が目印です

「子育て応援の店」登録店
幸村商店 鹿央町合里

ミルク用のお湯の提供・おむつ交換と
授乳の場所提供・子どもへの声かけ・
見守りなど

◦赤ちゃんに話しかけましょう
　授乳中はテレビなどを消し、ゆっ
たりとした気分で赤ちゃんと向
き合いましょう。「アーアー」「ウー
ウー」などの声を出したときには
できるだけ応え、相手をしてあげましょう。意味のある
単語は１歳半頃に出るようになります。それまでは、赤
ちゃんは「言葉の貯金」をしているのです。言葉が話せ
ない赤ちゃんにも、積極的に話しかけることが、言葉の
発達にはとても大事です。そのためにも、特に２歳まで
には子どもにテレビやＤＶＤ、スマホ、タブレットなど
を見せることは控えましょう。

スマホに子守をさせないために、今できること
◦遊びの中で育つもの
　自分の体をコントロールできるようになり、人、
自然、物との触れ合いの中で、赤ちゃんのさまざま
な能力が育っていきます。大人の行動をまねしたごっ
こ遊びやお手伝いなども心身の発達を促します。
　特に、お父さんやお母さんなどと同じ物を見て、
自分の気持ちに共感してもらうという体験は自己肯
定感を育て、心の発達の基礎になります。

　鹿本農業高校は、「個性を磨き、“ 目指そう地上の
星 ”」を教育スローガンに、個性を生かして社会に貢
献できる人材の育成を目指して、勉強や実習に取り組
んでいます。テーマを決めて研究を進めるプロジェク
ト発表では全国的に有名で、これまでに日本学校農業
クラブの全国大会で２年連続で最優秀賞を獲得するな
ど、「プロジェクト発表の鹿本農業」としてその名を
とどろかせています。
　本年度は【食料・生産】と【文化・生活】の２部門
で九州代表に選ばれ、10月に群馬県で行われた全国大
会に出場しました。結果は、生徒たちが毎日の練習の成
果を発揮し、両部門
とも優秀賞（２位）
に選ばれました。１
つの学校が優秀賞を
２つ受賞するのはと
ても珍しく、本校の
プロジェクト発表のレ
ベルの高さを改めて
示してくれました。

優秀賞を受賞した研究の概要は次の通りです。
【食料・生産】赤米と私たちのＭｙ米プロジェクト！
　赤米の消費量を増やすために、栽培・生育調査や新
商品の開発と販路拡大に取り組みました。開発した「ク
マロコ弁当」は弁当のヒライで発売され、「コメロッケ」
はミラノ万博の日本パビリオンで提供されるとともに、
大手ファストフード店での販売が計画されています。

【文化・生活】栄養満点！魔法の大豆粉～世代をつな
ぐ農・食・福プロジェクト～
　大豆粉を利用した健康的
な食生活を提案するため
に、大豆作りを通した保育
園児や小学生との交流活動
や、大豆粉を使用したおや
つや介護食の考案を行いま
した。
　なお、全国大会には農業鑑定競技にも２人が参加し、
１人が優秀賞を受賞しました。

全国大会に参加した生徒たち

発表の様子

♥�親子が同じものに向き合って過ごす絵本
の読み聞かせは、親子がともに育つ大切
な時間です。
♥�散歩や外遊びなど、親と一緒に過ごす時
間を持つことは、子どもの体力・運動能
力、五感や共感力を育みます。

豊かな時間を過ごしましょう
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　年長児が太鼓の練習
をしていると「トーン
トーン、トントントン、
ヤー！」と小さな足を
開いて踏ん張り、目を
キラキラさせて一緒に
なって、たたくまねを
しています。
　かおう保育園では、平成 17 年から「あおぞら太鼓」
に取り組みはじめ、ことしで 11 年目になります。太
鼓を保育に取り入れることで、仲間とつながることの
喜びや達成感を経験しながら、共に育ち合い、規律性
や協調性を身に付けられるようにと取り組んでいま
す。いつもの遊びと違って、このときばかりは真剣な

顔で取り組み、とて
もかっこよく、みん
なの憧れです。地域
のいろいろなイベン
トで披露し、地域の
皆さんに喜んでいた
だいています。

　山鹿幼稚園は、創立 71 周年を迎え、これまでに
7750 人の卒園児を送り出してきました。保護者の中
にも二世代、三世代にわたって通園しているご家族も
います。現在、73 人の子どもたちが『心身ともに健
康で明るくたくましい子どもの育成』を教育目標に、
さまざまな体験を重ねながら日々成長しています。
　保護者と幼稚園が一つになって取り組むYYまつり
や運動会、餅つきなど共催の行事も多く、子どもたち
に豊かな心を育みたいと願って実施しています。こと
しは、YYまつりの収益金で『親子で楽しむ☆秋の実
りのコンサート』を行いました。
　一部は、２本のバイオ
リンとピアノで美しいク
ラッシックの調べを聴き、
二部はおうちの人の膝に
抱かれてエレクトーンラ
イブで親子一緒に楽しい
ひとときを過ごしました。
　これからも、地域の皆さんの温かい見守りに感謝の気
持ちを持ちながら、園の先生とともに、子どもたちの豊
かな感性を育んでいける後援会でありたいと思います。

後援会副会長　本並由
ゆ み こ

美子

　山鹿小学校では、ユニバーサルデザインの教育環境
を目指しています。今年度は、授業中の音の刺激を少
なくし、学習に集中しやすい環境を整えるために、約
3700 個のテニスボールに穴をあけ、児童の椅子に取
り付けました。
　本年度最初の PTA 奉
仕作業で、午前６時半か
ら環境整備委員の皆さん
に手分けして作業を進め
ていただきました。２時
間あまりの作業で、３千
個のテニスボールすべて
に穴を開け、洗浄まで済
ませました。また、事前
に役員のみなさんに穴開
けしていただいた 700 個
程のテニスボールを、１
年生４クラスの教室の椅
子に装着し、残りは、ボー
ルの乾燥を待って、高学

　　子どもたちの安心・安全な教育環境を目指して山鹿小学校

心豊かに元気に育て
山鹿幼稚園☎ 43 − 1154

あこがれの「あおぞら太鼓！」
かおう保育園☎ 36 − 2110

◦山鹿小学校データ◦　小原孝徳校長　児童数 721 人

年児童で全児童の椅子にボールを装着しました。これ
だけの数のテニスボールの装着は、保護者の協力なし
ではできません。おかげで、椅子の音がしなくなり、
静かな環境で学習をすすめることができています。
　また、学校運営
協議会で、子ども
たちが安心して通
学できるようにと、
通学路である大宮
公園の枯れ枝落と
しについて協議し、
山鹿市青年会議所
の皆さんや区長さん、PTAの皆さんの協力で、夏休
みに大宮公園の枝落としを行うことができました。
　たくさんの地域の皆さんや保護者の協力を得なが
ら、今後も山鹿小学校は子どもたちの安心・安全な教
育環境を目指していきたいと思います。

洗浄した後、乾燥させました

太鼓をたたくまねをします

秋の実りのコンサートの様子

地域のイベントで披露します

一つ一つ手作業で椅子に装着

大宮神社の枯れ枝を落としました
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日 月 火 水 木 金 土
１ ２ ３ ４ ５
１歳６カ月児健診
26 年４月生
山鹿(大道・三玉を除く)・
鹿北・鹿央
13:15 〜 13:45 受付

【山健福】

母子健康手帳交付
9:30 〜 11:00 受付

【山健福】

６ ７ ８ ９ 10 11 12
３〜４カ月児健診
27 年８月生
三玉・菊鹿・鹿本
13:30 〜 13:45 受付

【ひだまり】
７〜８カ月児健診
27 年４月生
三玉・菊鹿・鹿本
13:15 〜 13:30 受付

【ひだまり】

すくすく学級
27 年１月生
三玉・菊鹿・鹿本
10:00 〜 10:15 受付

【ひだまり】

すくすく学級
27 年１月生
山鹿（三玉を除く）・鹿北・
鹿央
10:00 〜 10:15 受付

【山健福】

母子健康手帳交付
9:30 〜 11:00 受付

【山健福】

13 14 15 16 17 18 19
３〜４カ月児健診
27 年８月生
山鹿（三玉を除く）・鹿北・
鹿央
13:15 〜 13:45 受付

【山健福】

１歳６カ月児健診
26 年４月生
大道・三玉・菊鹿・鹿本
13:15 〜 13:45 受付

【ひだまり】

３歳児健診
24 年８月生
大道・三玉・菊鹿・鹿本
13:15 〜 13:45 受付

【ひだまり】

母子健康手帳交付
9:30 〜 11:00 受付

【山健福】
３歳児健診
24 年８月生
山鹿（大道・三玉を除く）
鹿北・鹿央
13:15 〜 13:45 受付

【山健福】

20 21 22 23 24 25 26
７〜８カ月児健診
27 年４月生
山鹿（三玉を除く）・鹿北・
鹿央
13:15 〜 13:45 受付

【山健福】

母子健康手帳交付
9:30 〜 11:00 受付

【山健福】

27 28 29 30 31

12健康カレンダー
月

● 天皇誕生日

献血にご協力ください
　予防接種には接種対象年齢と、決められた間隔がありま
す。母子手帳を確認し、決められた間隔を守り、お子さん
の体調が良いときに接種しましょう。

【麻しん・風しん（ＭＲ）】
◦ １期対象者　１歳〜２歳の誕生日の前日まで
◦ ２期対象者　平成 21 年４月２日〜平成 22 年４月１日

生まれの人（２期の接種期間は平成 28 年３月 31 日ま
でです。まだ接種していない人はご注意ください）

【二種混合】
◦ 対象者　小学６年生（13 歳の誕生日の前日まで）

お子さんの予防接種はお済みですか

【献血日】12 月 14 日㈪
◦鹿北市民センター
受付時間　 9：30 ～11：30
◦ JA 鹿本鹿北支所
受付時間  13：00 ～15：30

【献血日】12 月９日㈬
◦熊本県鹿本地域振興局
受付時間　 9：30 ～12：30
　　　　  13：45 ～16：00

　平成 28 年４月 30 日㈯
まで「Ｕ− 39 献血キャン
ペーン」を実施しています。
400mL 献血にご協力いた
だいた 10 ～ 30 代の人に、
お菓子の詰め合わせを配布
しています。皆さまのご協
力をお願いします。

10・20・30 代対象！
Ｕ－ 39 献血キャンペーン

◦ 乳幼児健診の対象のお子さんには個別通知を出しています。届いていない場合は
健康増進課へご連絡ください。

◦ 母子健康手帳交付時に持ってくるもの…印鑑、妊娠届出書（予定日が分かるもの）、
過去の妊娠・出産の経過が分かるもの（母子健康手帳）

場所の省略表記 …【山健福】山鹿健康福祉センター　 【ひだまり】鹿本健康福祉センター（ひだまり）
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◦外出後の手洗いやうがい
　手洗いは手指など体に付着したインフルエ
ンザウイルスを除去するために有効な方法
で、インフルエンザに限らず感染予防の基本
です。また、外出後の手洗い、うがいは一般
的な感染症の予防のためにもお勧めします。
◦適度な湿度の保持
　空気が乾燥すると、喉の粘膜の防御機能が低下し、イン
フルエンザにかかりやすくなります。特に乾燥しやすい室
内では加湿器などを使って、適切な湿度（50 〜 60％）を
保つことも効果的です。
◦十分な休養とバランスのとれた栄養摂取
　身体の抵抗力を高めるために、十分な休養とバランスの
とれた栄養摂取を日ごろから心掛けましょう。
◦人混みや繁華街への外出を控える
　特に高齢の人や慢性疾患のある人、疲労気味、睡眠不足

の人は、人混みや繁華街への外出を控えましょう。やむを
得ず外出をして人混みに入る場合には、マスクを着用する
ことがひとつの防御策です。ただし、人混みに入る時間は
極力短時間にしましょう。
◦飛沫感染対策としての咳エチケット
　インフルエンザの主な感染経路は、咳やくしゃみをした
ときに口から発生される小さな水滴（飛沫）による飛沫感
染です。普段から皆が咳エチケット（①咳やくしゃみを他
の人に向けて発しないこと②咳が出るときはできるだけマ
スクをすること③手のひらで咳やくしゃみを受け止めた時
はすぐに手を洗うことなど）を
を心掛けてください。飛沫感染
対策ではマスクは重要ですが、
感染者がマスクをする方が、感
染を抑える効果は高いといわれ
ています。

インフルエンザを予防する方法

インフルエンザ予防接種　12 月末で助成期間が終了します
【任意（子ども）インフルエンザ予防接種】
◦ 対象者　山鹿市に住所がある満１〜 18 歳（高校３年生

年齢相当）までの人
◦ 助成回数と個人負担額

対象年齢 助成回数 個人負担額
満１～ 12 歳 ２回

1,500 円 / 回
満 13 ～ 18 歳 １回

※ 詳しくは、広報やまが 10 月号や市ホームページをご覧
ください。

【定期インフルエンザ予防接種】
◦ 対象者　①山鹿市に住所がある満 65 歳以上の人（接種

日に満 65 歳に到達している人）②山鹿市に住所がある
満 60 〜 64 歳以下で、心臓・腎臓または呼吸器の機能
に自己の身辺の日常生活が極度に制限される程度の障が
いがある人、およびヒト免疫不全ウイルスで免疫の機能
に日常生活がほとんど不可能程度の障がいがある人（内
部障害で身体障害者手帳１級程度を持っている人）

◦ 助成回数　１回
◦ 個人負担額　1,500 円
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山　鹿
　山　鹿　泉　さな　さん (69)　佐藤カツ子さん (88)
　　　　　冨田　儀郎さん (91)　上野　　昭さん (81)
　　　　　髙宗　信一さん (83)　髙田　睦子さん (83)
　米　田　戸川奈穗美さん (68)　星子サキ子さん (85)
　　　　　有働　幸一さん (89)　長浦　多美さん (92)
　　　　　原田　清春さん (94)
　川　辺　松永　二助さん (90)　德永マル子さん (79)
　八　幡　黒肥地スミコさん (87)
　平小城　宮本　茂夫さん (48)
　三　岳　下田　酉八さん (82)　野口ミヤコさん (89)
　三　玉　池田　　幸さん (95)　松山セツコさん (96)
　　　　　松山　藤尾さん (92)
鹿　北
　岳　間　松永　久生さん (94)
　岩　野　上田　英成さん (68)
　広　見　上田　節生さん (85)　岡脇　豊順さん (64)
　　　　　江上　英二さん (57)

う ぶ ご え

お く や み

およろこび

※10月中の届出のうち、本庁・市民センターで受け付けた掲載希望者分を掲載しています

山　鹿
　山　鹿　古川　優二さん♥安武可奈子さん
　米　田　横手　達也さん♥松野　有希さん
　八　幡　坂本　竜生さん♥赤池　真実さん
　三　岳　猿渡　　剛さん♥冨田　若菜さん

菊　鹿
　内　田　牛﨑　元喜さん♥鹿子木沙耶さん
　六　郷　木庭　宣尚さん♥石川　陽菜さん
鹿　本
　中　富　佐藤　和憲さん♥浦本　恵莉さん

問い合わせ先…市民課　☎４３－１１６９およろこび・うぶごえ・おくやみ

菊　鹿
　内　田　牛崎　準一さん (74)　早田　　茂さん (67)
　　　　　吉里　富美さん (95)
　六　郷　古閑　嘉明さん (89)　小林　昭和さん (80)
　城　北　松岡　二夫さん (93)　原田　成一さん (82)
鹿　本
　来　民　堤　サチ子さん (93)　髙森久美子さん (61)
　　　　　國友　　直さん (89)　冨田　武時さん (87)
　　　　　後藤　克子さん (92)
　稲　田　石井　　守さん (87)　渡辺アイコさん (88)
　　　　　渡邊クニ子さん (91)　冨田　梅子さん (88)
　中　富　斉藤　　司さん (69)　長島ユイ子さん (79)
鹿　央
　千　田　小田　暎範さん (79)　松本　正友さん (78)
　　　　　松岡　キワさん (87)
　米野岳　原　美代子さん (86)　井出　正治さん (79)
　　　　　本田ヒロ子さん (85)　黒田　久雄さん (86)
　山　内　松永　司信さん (75)

山　鹿
　山　鹿　福山　結

ゆ い

彩さん　池田　亜
あ み

美さん
　　　　　浜　　侑

ゆ う き

希さん　船津　　和
やわら

さん
　　　　　鈴木　颯

は や と

斗さん
　米　田　鹿子木望

み な

七さん　西川　宗
そうすけ

佑さん
　　　　　原田　颯

そ う ま

真さん　大里　海
かいせい

晴さん
　八　幡　田口　創

そういち

一さん
　三　玉　村上　　諒

りょう

さん　村上　　月
らいと

さん
　　　　　東山　朝

あ さ ひ

飛さん　月野　湊
み な と

都さん
　　　　　小山　斗

と あ

蒼さん　緒方　大
や ま と

和さん
　大　道　林田　壮

そ う し

史さん　ファー�メイソンさん
鹿　北
　岳　間　古田　一

は じ め

芽さん　黒田　麗
ら い き

喜さん

　岩　野　信末　心
こ は る

陽さん　中野　結
ゆうしん

心さん
　広　見　早田　留

と わ

若さん
菊　鹿
　六　郷　有働　惟

い あ る

或さん
　城　北　山下　道

た お

生さん
鹿　本
　来　民　髙橋　　纏

まとい

さん
　中　富　新美　遼

は る と

翔さん　島田　脩
しゅうおう

煌さん
　　　　　倉永明

あ か り

香里さん　民守ひかりさん
鹿　央
　千　田　坂田　賢

けんしん

進さん　葊瀬琉
る き あ

雅亜さん
　　　　　金森　月

つ か さ

桜さん
　山　内　竹下　蒼

そ う ま

馬さん



案 内 版 Information

27　2015.12.1　広報やまが

入札結果の報告（10 月分）
※落札価格 500 万円以上の工事を掲載（落札額は消費税を含む） 問財務課監理契約室　☎ 43 ‐ 1118

入札日 工　　事　　名 工事場所 落札業者 落札額（円）

10/9 特産工芸村簡易水道接続工事 菊鹿町下内田地内 ㈱高原設備工業 8,434,800

10/9 奥永９号用水機場改修工事 鹿央町千田地内 ㈲山鹿綜合設備 7,776,000

10/9 中古閑用水機場改修工事 中地内 ㈲野田設備工業 6,355,800

10/9 渡宮堰改修工事 下吉田地内 開成工業㈱ 18,176,400

10/9 湧尾今田線舗装工事 久原地内 ㈲松山建設 9,612,000

10/9 向尾田中線道路改良工事 久原地内 ㈲山榮開発 11,772,000

10/9 双板堂ヶ原線道路改良工事 平山地内 ㈲久保田建設工業 13,338,000

10/9 長坂村中線道路改良工事 長坂地内 三真建設㈲ 6,987,600

10/9 豊水黒蛭線道路改良工事 菊鹿町木野地内 ㈲一法師工業 5,227,200

10/9 芋生線道路改良工事 鹿北町芋生地内 ㈲丸幸産業 6,026,400

10/9 横枕下永野線歩道整備工事 菊鹿町池永地内 ㈲矢野造園土木 9,266,400

10/9 小路船田線道路改良工事 鹿本町庄地内 ㈲上村建設工業 6,534,000

10/9 奥永１号線道路改良工事 鹿央町千田地内 三真建設㈲ 5,994,000

10/9 中古閑の上線道路整備工事 中地内 ㈲真公建設 7,441,200

10/9 鍋田城線側溝整備工事その２ 城地内 ㈲高翔 5,961,600

10/9 杉北部線道路改良工事 杉地内 ㈱フチガミ 14,904,000

地区 12 月 29 日㈫ １月４日㈪

山鹿 燃やすごみは通常どおり
八幡地区の資源ごみを収集

燃やすごみは通常どおり
山鹿校区①の資源ごみを収集

鹿北 通常どおり 通常どおり

菊鹿 毎週水、木曜日地区の燃やすごみを収集
※火・金曜日収集地区は 28 日㈪に収集 通常どおり

鹿本 通常どおり 通常どおり

鹿央 通常どおり
※水・木曜日収集地区は 28 日㈪に収集

毎週金曜日地区の燃やすごみを収集
毎月第１月曜日の埋立ごみを収集

年末年始の家庭ごみ収集
年末は 12 月 29 日㈫まで収集し、年始は１月４日㈪から収集します。

【家庭ごみの収集】12 月 30 日㈬〜１月３日㈰は収集しません。

【ごみの自己搬入】12 月 30 日㈬〜１月３日㈰は搬入できません。

※その他の収集日程は「平成 27年度家庭ごみ収集日程表」をご確認ください。

ごみの種類 搬入場所 搬入受付時間 搬入車両の上限

燃やすごみ・可燃性粗大ごみ クリーンセンター（鹿央町合里） 午前８時半
～

午後３時

２トン車

資源ごみ・不燃性粗大ごみ リサイクルプラザ（熊本市北区植木町轟） ４トン車

埋立ごみ 最終処分場（熊本市北区植木町轟） ４トン車

12 月 29 日㈫は搬入できます。ごみを自己搬入をするときは適正な分別をしてください。
※搬入する前に鹿央市民センターにごみを持参し、必ず搬入許可を受けてください。

問環境課　☎ 43 ‐ 7211
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○…開館・営業
−…閉館・休業

12 月 １月
29
㈫

30
㈬

31
㈭

１
㈷

２
㈯

３
㈰

山
鹿
地
区

本庁市民課★ − − − − − −

市民医療センター（※１） − − − − − −

水道局 − − − − − −

健康福祉センター − − − − − −

老人福祉センター − − − − − −

隣保館 − − − − − −

博物館 − − − − − −

灯籠民芸館 − − − − ○ ○

八千代座 − − − − ○ ○

市民交流センター
（文化ホール、こもれび図
書館含む）

− − − − − −

さくら湯（※２） ○ ○ ○ ○ ○ ○

総合体育館 − − − − − −

市民スポーツセンター
（※３） − − − − − −

サイクリングターミナル
（※３） − − − − − −

鹿
北
地
区

鹿北市民センター★ − − − − − −

鹿北地区公民館 − − − − − −

体育施設 − − − − − −

老人福祉センター − − − − − −

道の駅かほく「小栗館」
（※４） ○ ○ ○ − − −

木遊館 ○ ○ − − − −

小栗茶屋 ○ − − − − −

菊
鹿
地
区

菊鹿市民センター★ − − − − − −

菊鹿地区公民館 − − − − − −

体育施設 − − − − − −

ひまわり館 − − − − − −

○…開館・営業
−…閉館・休業

12 月 １月
29
㈫

30
㈬

31
㈭

１
㈷

２
㈯

３
㈰

菊
鹿
地
区

あんずの丘あぷりぃ ○ ○ − − − −

鞠智城温故創生館（※５） − − − − − −

鞠智城物産館長者館（※５） − − − − − −

鹿
本
地
区

鹿本市民センター★ − − − − − −

鹿本地区公民館 − − − − − −

体育施設 − − − − − −

ひだまり図書館 − − − − − −

鹿本隣保館 − − − − − −

旧来民郵便局（ゆ～くんち） − − − − − −

鹿本ふれあいセンター − − − − − −

清浦記念館 − − − − − −

水辺プラザかもと ○ ○ ○ ○ ○ ○

鹿
央
地
区

鹿央市民センター★ − − − − − −

鹿央体育館 − − − − − −

鹿央多目的研修センター − − − − − −

鹿央隣保館 − − − − − −

くらしの歴史館 − − − − − −

鹿央物産館レストラン − − − − − −

鹿央物産館農産物直販所 − − − − − −
多目的総合運動公園グラウ
ンド − − − − − −

鹿央地域福祉センター − − − − − −

装飾古墳館（※６） − − − − − −

※１　緊急の傷病者には、当番医が対応します。
※２　 12 月 31 日㈭は午前６時から午後６時、１月１日㈷

は午前 10 時から午後５時までの営業です。
※３　１月４日㈪まで休館します。
※４　12 月 31 日㈭は午前８時から午後３時までの営業です。
※５　12 月 25 日㈮から１月４日㈪まで休館します。
※６　12 月 28 日㈪から１月４日㈪まで休館します。

★ 婚姻届・死亡届など戸籍に関する届出は、本庁は宿直室、
各市民センターは宿日直が受け付けます。

主な公共施設の年末年始開館・閉館状況
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※都合で変更になる場合があります。（鹿本医師会） ※営業時間が異なる薬局がありますので、詳しくはお尋ねください。

※水道の事でお困りのときは、当番店が対応します。（山鹿市内のみ）
　詳しくは、山鹿市管工事業協同組合事務所（☎ 43 ‐ 4584）にお尋ねください。

月 日 当番業者

12
月

28 日㈪ ㈲フルカワ☎ 43 − 3529/ ㈲有働設備☎ 43 − 4550/ 城北工業㈱☎ 44 − 1281

29 日㈫ ㈲泰明設備☎ 44 − 2357/ 城設備☎ 36 − 4011/ ㈲八代設備☎ 46 − 4861

30 日㈬ ㈱高原設備工業☎ 43 − 2830/ アイビー浄水㈲☎ 43 − 4660/ ㈲東設備☎ 36 − 3083

31 日㈭ ㈲サンテック☎ 46 − 5555/ ㈱誠工社☎ 44 − 6492/ ㈱九電工☎ 43 − 4175
㈾とらや商会☎ 43 − 2212

１
月

１日㈷ 日創立花㈱☎ 44 − 3254/ ㈲山鹿綜合設備☎ 44 − 5758/ ㈱垂水建材店☎ 44 − 6310

２日㈯ ㈲東総合設備☎ 34 − 0717/ ㈲岩野石油☎ 32 − 3128/ 南九州マルヰ㈱☎ 42 − 3233

３日㈰ ㈲池田設備☎43 −5547/ イズミ住設工業☎48 −2550/ 猿渡機械設備☎44 −2501
㈲野田設備工業☎43 −6643

12 月および年末年始の休日在宅当番医、当番薬局

年末年始の水道修理当番事業所

月 日
当番医

（診療時間：午前９時～午後５時）
当番薬局

（営業時間：午前９時～午後５時）

12
月

６日㈰ 幸村医院 / 上塚外科胃腸科医院 きりん薬局 / かおうまち薬局 / 山鹿岩下薬局

13 日㈰ 保利病院 エース薬局 / 山鹿岩下薬局

20 日㈰ 東内科小児科医院 / たなか眼科医院 山鹿岩下薬局

23 日㈷ さがわ医院 / 後藤整形外科医院 まつ薬局 / 山鹿岩下薬局

27 日㈰ 武内医院 / 前原耳鼻咽喉科医院 江上薬局グリーン・ファーマシィ
山鹿岩下薬局

29 日㈫

井上産婦人科医院 / 井上小児科医院 / 上塚外科胃腸科医院
大坂整形外科医院 / かもと整形外科医院 / 桑木内科
後藤整形外科医院 / 小林医院 / 大橋通クリニック
山鹿回生病院 / 坂本医院 / 東内科小児科医院 / 平井藤岡医院
藤原クリニック / 星田内科医院 / 保利病院
まえはら泌尿器科クリニック / きくか松岡クリニック
松永整形外科リウマチ科 / 武内医院 / 山鹿中央病院 / 幸村医院

きりん薬局 / ハニー薬局 / ベル薬局
江上薬局大橋通 / きらきら薬局
かおうまち薬局 / まつ薬局 / 山鹿岩下薬局
熊入さくら薬局 / 山鹿いちご薬局 /
こじか薬局（午前）
江上薬局グリーン・ファーマシィ（午前）

30 日㈬
井上小児科医院 / 大橋通クリニック / 坂本医院
東内科小児科医院 / 平井藤岡医院 / 保利病院
きくか松岡クリニック / 山鹿中央病院

まつ薬局 / 山鹿岩下薬局 / エース薬局（午前）

31 日㈭ 井上小児科医院 / 大橋通クリニック / 保利病院 / 山鹿中央病院 まつ薬局 / 山鹿岩下薬局

１
月

１日㈷ 大橋通クリニック / 保利病院 / 山鹿中央病院 城北中央薬局

２日㈯ 大橋通クリニック / 保利病院 / 山鹿中央病院
三森循環器科呼吸器科病院 山鹿いちご薬局

３日㈰ 大橋通クリニック / 東内科小児科医院 / 保利病院
山鹿中央病院 / 三森循環器科呼吸器科病院 山鹿岩下薬局 / 山鹿いちご薬局
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今
月
の
納
税
・
保
険
料

◦�
固
定
資
産
税
（
第
３
期
）

◦�
国
民
健
康
保
険
税
（
第
７
期
）

◦�

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
（
第
６
期
）

◦�

介
護
保
険
料
（
第
５
期
）

◦�

納
期
限　
12
月
25
日
㈮

夜
間
・
休
日
収
納
窓
口

◦�

夜
間
（
平
日
）　
12
月
７
日
㈪
〜
22
日
㈫
・

24
日
㈭
・
25
日
㈮
　
午
後
５
時
半
〜
午
後

８
時

◦ 

休
日
（
日
曜
）　
12
月
13
日
㈰
・
20
日
㈰
・

27
日
㈰
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

◦
場
所
　
市
役
所
１
階
税
務
課�

⑥
番
窓
口

※ 

納
税
は
便
利
な
「
口
座
振
替
」
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
申
込
書
は
山
鹿
市
内
の
各
金

融
機
関
に
も
備
え
て
あ
り
ま
す
。

※ 

市
税
・
国
民
健
康
保
険
税
に
限
り
、
納
期

限
ま
で
は
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で

の
納
付
も
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
納
付
書

の
裏
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
税
務
課
収
納
係
　
　
　
☎
43
‐
１
１
４
４

　
年
末
年
始
は
あ
い
さ
つ
状
や
贈
り
物
、
お

祝
い
事
を
す
る
機
会
が
多
い
シ
ー
ズ
ン
で
す

が
、
政
治
家
が
選
挙
区
内
の
人
に
お
金
や
物

を
贈
る
こ
と
は
公
職
選
挙
法
で
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
有
権
者
が
政
治
家
に
寄
附

や
贈
り
物
を
求
め
る
こ
と
も
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。
ル
ー
ル
を
守
っ
て
「
明
る
い
選
挙
」

を
実
現
し
ま
し
ょ
う
。

①
年
賀
状
な
ど
の
あ
い
さ
つ
状
の
禁
止

政
治
家
が
年
賀
状
な
ど
を
出
す

こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

お 知
せら

　
障
害
年
金
は
、
け
が
や
病
気
が
原
因
で
障

が
い
が
残
り
、
日
常
生
活
や
働
く
こ
と
が
困

難
な
場
合
な
ど
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
障
害
年
金
の
請
求
に
は
、
受
給
要
件
を
満

た
し
て
い
る
か
確
認
す
る
た
め
に
、
※

「
初

診
日
」
を
明
ら
か
に
で
き
る
書
類
（
医
療
機

関
の
証
明
）
の
添
付
が
必
要
で
す
。

※ 

「
初
診
日
」
と
は
…
障
が
い
の
原
因
と
な
っ
た
け

が
や
病
気
に
つ
い
て
、
初
め
て
医
師
な
ど
の
診

療
を
受
け
た
日
の
こ
と
。

　
平
成
27
年
10
月
か
ら
、
初
診
日
を
証
明
す

る
書
類
が
添
付
で
き
な
い
場
合
で
も
、
初
診

日
を
合
理
的
に
推
定
で
き
る
よ
う
な
左
記
の

書
類
の
提
出
が
あ
れ
ば
、
本
人
が
申
し
立
て

た
日
を
初
診
日
と
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

①�

初
診
日
に
つ
い
て
第
三
者
（
隣
人
、友
人
、

民
生
委
員
な
ど
）が
証
明
す
る
書
類
が
あ

り
、他
に
も
参
考
資
料
が
提
出
さ
れ
た
場
合

②�
初
診
日
が一
定
の
期
間
内
に
あ
る
こ
と
を
示

す
参
考
資
料
が
提
出
さ
れ
、
年
金
保
険
料

納
付
要
件
な
ど
の
条
件
を
満
た
し
て
い
る

場
合

　
過
去
に
、
障
害
年
金
の
請
求
が
初
診
日
不

明
に
よ
り
却
下
と
さ
れ
た
ケ
ー
ス
に
つ
い
て

障
害
年
金
の
初
診
日
を
確
認
す

る
方
法
が
見
直
さ
れ
ま
し
た

お 知
せら

　
平
成
25
年
10
月
に
熊
本
市
・
水
俣
市
で
開

催
さ
れ
た
外
交
会
議
で
、
水
銀
に
関
す
る
水

俣
条
約
が
採
択
・
署
名
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

条
約
は
、水
銀
の
人
為
的
な
排
出
を
削
減
し
、

地
球
的
規
模
の
水
銀
汚
染
の
防
止
を
目
指
す

も
の
で
す
。

　
熊
本
県
で
は
、
家
庭
で

眠
っ
て
い
る
水
銀
製
品
か
ら

の
水
銀
流
出
に
よ
る
環
境
汚

染
を
防
止
す
る
た
め
、
現
在

使
用
さ
れ
て
い
な
い
水
銀
体

温
計
・
水
銀
血
圧
計
を
回
収

す
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施

し
ま
す
。

◦
対
象
品
目
　
水
銀
体
温
計
、
水
銀
血
圧
計

※�

電
子
式
の
も
の
は
対
象
外
。
ま
た
、
事
業

者
か
ら
の
持
ち
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

◦
回
収
期
間
　
12
月
１
日
㈫
〜
28
日
㈪

　
平
日
の
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

◦
回
収
場
所
　
環
境
課
、
各
市
民
セ
ン
タ
ー

◦ 

回
収
方
法
　
直
接
、
回
収
場
所
に
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

※�

水
銀
体
温
計
・
血
圧
計
を
持
参
し
た
人
に
、

く
ま
モ
ン
の
マ
グ
ネ
ッ
ト
シ
ー
ト
を
差
し

上
げ
ま
す
。（
先
着
順
）

問
環
境
課
廃
棄
物
対
策
係
☎
43
‐
７
２
１
１

家
庭
に
眠
る
水
銀
体
温
計
・
水

銀
血
圧
計
を
回
収
し
ま
す

お 知
せら

　「
農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律
」
が
一

部
改
正
さ
れ
、
９
月
４
日
に
公
布
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
改
正
に
よ
り
、
農
業
委
員
の
選
出

方
法
の
公
選
制
（
選
挙
）
が
廃
止
さ
れ
、
市

長
の
任
命
制
と
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
毎
年
行
っ
て
い
た
「
農
業

農
業
委
員
の
選
出
方
法
が

変
わ
り
ま
す

お 知
せら

　�

　
政
治
家
は
、
選
挙
区
内
に
あ
る
人
に
対

し
、
答
礼
の
た
め
の
自
筆
に
よ
る
も
の
を

除
き
、
年
賀
状
・
暑
中
見
舞
状
な
ど
の
時

候
の
あ
い
さ
つ
状
（
電
報
な
ど
も
含
む
）

を
出
す
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

②
政
治
家
の
寄
附
の
禁
止

　�

　
政
治
家
が
選
挙
区
内
に
あ
る
人
に
対
し

寄
附
を
す
る
こ
と
、
政
治
家
以
外
の
人
が

政
治
家
名
義
の
寄
附
を
す
る
こ
と
は
罰
則

を
も
っ
て
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

③�

政
治
家
に
対
す
る
寄
附
の
勧
誘
・
要
求
の

禁
止

　�

　
政
治
家
に
対
し
寄
附
を
す
る
よ
う
勧
誘

や
要
求
を
す
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
。
政
治
家
を
威
迫
し
て
、
あ
る
い
は
、

政
治
家
の
当
選
ま
た
は
被
選
挙
権
を
失
わ

せ
る
目
的
で
勧
誘
や
要
求
を
す
る
と
処
罰

さ
れ
ま
す
。
政
治
家
名
義
の
寄
附
を
求
め

る
こ
と
も
禁
止
さ
れ
て
い
て
、
威
迫
し
て

求
め
る
と
処
罰
さ
れ
ま
す
。

④
政
治
家
の
関
係
団
体
の
寄
附
の
禁
止

⑤
後
援
団
体
の
寄
附
の
禁
止

⑥�

あ
い
さ
つ
を
目
的
と
す
る
有
料
広
告
の
禁
止

問
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局☎

43
‐
１
５
９
４

委
員
選
挙
人
名
簿
」
の
調
製
は
本
年
以
降
行

わ
な
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

問
農
業
委
員
会
事
務
局
　
☎
43
‐
１
６
１
４

　
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局☎

43
‐
１
５
９
４

も
、
平
成
27
年
10
月
１
日
以
降
、
再
申
請
さ

れ
た
場
合
に
は
、
こ
の
初
診
日
確
認
の
新
た

な
取
り
扱
い
に
基
づ
い
て
審
査
さ
れ
ま
す
。

問
国
保
年
金
課
　
　
　
　
☎
43
‐
１
５
７
６
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第
６
期
山
鹿
市
介
護
保
険
事
業
計
画
に
基

づ
き
、
平
成
28
年
度
に
小
規
模
多
機
能
型
居

宅
介
護
事
業
所
（
地
域
の
高
齢
者
が
在
宅
で

の
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
施
設
）
お

よ
び
地
域
の
高
齢
者
や
各
種
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
活
動
拠
点
と
な
る
介
護
予
防
拠
点
を
生
活

圏
域
ご
と
に
整
備
す
る
た
め
、
基
盤
整
備
事

業
を
実
施
す
る
事
業
者
を
募
集
し
ま
す
。

小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業

所
お
よ
び
介
護
予
防
拠
点
の
基
盤

整
備
事
業
者
を
募
集
し
ま
す

お 知
せら

　
住
基
カ
ー
ド
の
電
子
証
明
書
の
有
効
期
限

は
３
年
で
す
。有
効
期
限
を
過
ぎ
た
場
合
は
、

電
子
証
明
書
の
更
新
手
続
き
は

お
済
み
で
す
か

お 知
せら

　
熊
本
県
の
ご
み
を
減
ら
す
た
め
、
家
庭
ご

み
の
約
４
割
を
占
め
る
「
食
品
廃
棄
物
」
の

減
量
化
に
向
け
た
運
動
を
、県
民
の
皆
さ
ん
、

飲
食
店
の
皆
さ
ん
、
行
政
が
一
体
と
な
っ
て

始
め
ま
し
ょ
う
。

◦ 

実
施
期
間
　
12
月
１
日
㈫
〜
平
成
28
年
１

月
31
日
㈰

◦ 

内
容
　
食
べ
残
し
ゼ
ロ
に
取
り
組
む

「
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
協
力
店
」
を
県
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
紹
介
。
お
店
に
掲
示
の
ポ

ス
タ
ー
、
登
録
証
が
目
印
で
す
。
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
は
、
食
べ
残
し
を
減
ら
す
宴
会

の
シ
ナ
リ
オ
や
案
内
状
も
紹
介
し
ま
す
。

問
熊
本
県
廃
棄
物
対
策
課

☎
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
２
７
７

く
ま
も
と
食
べ
残
し
ゼ
ロ

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

お 知
せら

　
市
内
に
住
ん
で
い
る
人
を
中
心
に
中
学
生

以
上
の
チ
ー
ム
で
タ
ス
キ
を
つ
な
ぐ
、
山
鹿

市
駅
伝
大
会
を
開
催
し
ま
す
。「
水
辺
プ
ラ

ザ
か
も
と
」
を
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
に
、
鹿

本
・
菊
鹿
地
区
の
７
区
間
21
・
８
㎞
の
コ
ー

ス
を
選
手
た
ち
が
激
走
し
ま
す
。

　
コ
ー
ス
周
辺
お
よ
び
通
行
中
の
皆
さ
ん
に

は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
い

た
だ
く
と
と
も
に
選
手
へ
の
熱
い
声
援
を
お

願
い
し
ま
す
。

◦ 
日
時
　
12
月
20
日
㈰

　
　
　
　
午
前
９
時
開
会
、
10
時
ス
タ
ー
ト

◦ 
コ
ー
ス
　「
水
辺
プ
ラ
ザ
か
も
と
」
か
ら

菊
鹿
・
鹿
本
地
区
（
７
区
間
　
21
・
８
㎞
）

問
山
鹿
市
体
育
協
会
　
　
☎
43
‐
５
０
７
０

平
成
27
年
度
山
鹿
市
駅
伝
大
会

を
開
催
し
ま
す

お 知
せら

　
山
鹿
市
プ
レ
ミ
ア
ム
付
笑
福
券
の
使
用
期

限
は
12
月
31
日
㈭
ま
で
で
す
。
平
成
28
年
１

月
以
降
は
笑
福
券
は
無
効
と
な
り
、
現
金
で

の
払
い
戻
し
は
で
き
ま
せ
ん
。
未
使
用
の
笑

福
券
を
お
持
ち
の
人
は
、
お
早
め
に
ご
使
用

く
だ
さ
い
。

　
笑
福
券
は
、
山
鹿
市
内
の
ポ
ス
タ
ー
や
の

ぼ
り
が
あ
る
お
店
で
利
用
で
き
ま
す
。ま
た
、

取
扱
店
一
覧
は
山
鹿
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。

問
商
工
観
光
課
　
　
　
　
☎
43
‐
１
５
７
９

　
山
鹿
市
商
工
会
議
所
　
☎
43
‐
４
１
１
１

　
山
鹿
市
商
工
会
　
　
　
☎
46
‐
２
１
４
１

プ
レ
ミ
ア
ム
付
笑
福
券
の

使
用
期
限
は
12
月
31
日
ま
で
！

お 知
せら

電
子
証
明
書
を
取
得
し
た
市
役
所
な
ど
の
窓

口
で
更
新
手
続
き
が
必
要
で
す
。
な
お
、
個

人
番
号
カ
ー
ド
の
導
入
に
よ
り
、
住
基
カ
ー

ド
は
平
成
27
年
12
月
末
で
交
付
が
終
了
し
、

平
成
28
年
１
月
か
ら
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
発

行
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

　
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
交
付
に
は
日
数
が
か

か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、e-Tax

な
ど

の
行
政
手
続
き
を
利
用
す
る
場
合
に
は
、
早

め
の
申
請
手
続
き
が
必
要
で
す
。詳
し
く
は
、

総
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
個
人
番
号
カ
ー
ド
を
取
得
し
た
人
は
、
個

人
番
号
カ
ー
ド
に
電
子
証
明
書
が
標
準
的

に
付
与
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
引
き
続
き

e-Tax

を
利
用
で
き
ま
す
。

※�

電
子
証
明
書
を
更
新
し
た
人
は
、e-Tax

を
使
用
す
る
前
に
電
子
証
明
書
の
再
登
録

が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
、
公
的
個
人
認

証
サ
ー
ビ
ス
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
ま
た
は
国

税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
山
鹿
税
務
署
（
自
動
音
声
案
内
）

☎
44
‐
２
１
８
１

◦ 

募
集
箇
所
　
山
鹿
市
全
域
が
対
象
で
す

が
、
現
在
当
該
施
設
が
整
備
さ
れ
て
い
な

い
小
学
校
区
を
優
先
し
て
選
定
し
ま
す
。

　
・�

小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
所
　

１
カ
所
（
す
で
に
整
備
済
み
の
小
学
校

区
を
除
く
）

　
・�

介
護
予
防
拠
点
　
２
カ
所
（
鹿
央
・
米

田
圏
域
、
菊
鹿
圏
域
を
優
先
し
て
選
定
）

◦ 

募
集
要
件
　
原
則
と
し
て
、
山
鹿
市
内
で

介
護
保
険
事
業
ま
た
は
医
療
・
福
祉
事
業

な
ど
の
運
営
の
実
績
・
経
験
の
あ
る
法
人

で
、
関
係
事
業
者
と
の
連
携
や
人
材
の
確

保
が
可
能
で
あ
る
こ
と
。
ま
た
、
平
成
29

年
３
月
31
日
ま
で
に
工
事
を
完
了
で
き
る

こ
と
。

◦ 

募
集
期
間
　
12
月
28
日
㈪
ま
で

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
長
寿
支
援
課
　
　
　
　
☎
43
‐
１
１
８
０

　
く
ま
も
と
農
業
ア
カ
デ
ミ
ー
で
は
、
農
作

業
の
合
間
や
外
出
先
で
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

や
パ
ソ
コ
ン
な
ど
の
オ
ン
ラ
イ
ン
で
受
講
で

き
る
「
鳥
獣
バ
ス
タ
ー
養
成
講
座
」
を
開
講

し
て
い
ま
す
。

　
受
講
料
は
無
料
で
す
が
、
動
画
を
視
聴
で

き
る
端
末
と
、
動
画
試
聴
の
た
め
の
通
信
料

な
ど
は
各
自
負
担
で
す
。

　
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る

か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
熊
本
県
立
農
業
大
学
校

☎
０
９
６
‐
２
４
８
‐
６
６
０
０

ネ
ッ
ト

ｄｅ 
ア
カ
デ
ミ
ー

鳥
獣
バ
ス
タ
ー
養
成
講
座

お 知
せら
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58 歳～63 歳のあなたへ
小冊子｢生命保険が定年後の生活を圧迫する！～その現実と回避法」
無料で差し上げます！
これからの生活において、生命保険料の負担…結構キツイですよ。今が見直しのチャンスです。
あなたも是非とも無料の小冊子を手に入れてください。お申し込みはこちらから。

このＱＲコード、または http://morisukeseisuke.net/より。その他、ご希望の方法で。
Tel:0968-41-5887 Fax:0968-41-5897 携帯 :080-2782-3943 Mail:morisukeseisuke@docomo.ne.jp

☆小冊子の無料進呈には数にも期間にも限りがあります。お早目のお申し込みを！☆

保険のポイント　梶山盛輔（生命保険募集代理店）熊本県山鹿市名塚 1031-16

そ
の
他
公
開
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
場
合
は

展
示
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
ス
ペ
ー
ス
の

都
合
で
展
示
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◦ 

応
募
方
法
　
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◦ 

応
募
締
め
切
り
　
12
月
27
日
㈰

◦ 

展
示
期
間
　
平
成
28
年
２
月
〜
４
月
予
定

　
問 

山
鹿
市
立
博
物
館
　
☎
43
‐
１
１
４
５

　
山
鹿
市
立
博
物
館
で
は
平
成
28
年
春
に
、

「
新
・
山
鹿
の
宝
物
展
（
仮
称
）」
を
開
催
し

ま
す
。

　
郷
土
全
体
の
宝
物
と
し
て
、
山
鹿
市
の
歴

史
文
化
に
関
わ
る
郷
土
資
料
や
文
化
財
と
と

も
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
大
切
に
し
て
い
る

思
い
出
の
宝
物
や
、
家
に
代
々
伝
わ
る
宝
物

な
ど
を
展
示
し
ま
す
。
種
類
や
内
容
は
問
い

ま
せ
ん
の
で
、
た
く
さ
ん
の
応
募
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

　
展
示
候
補
資
料
は
、
個
別
に
博
物
館
職
員

が
訪
問
し
、
資
料
の
確
認
・
追
加
調
査
な
ど

を
し
ま
す
。
そ
の
後
、
詳
細
に
検
討
・
選
考

を
し
、
応
募
者
へ
結
果
を
連
絡
し
ま
す
。

※�

政
治
・
宗
教
活
動
、
営
利
目
的
、
生
物
、

あ
な
た
の
お
宝
大
募
集
！

募 集

申

　「
養
育
費
や
生
活
に
困
っ
て
い
る
」「
転
職

を
す
る
か
悩
ん
で
い
る
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
悩
み
を
、
専
門
の
相
談
員
に
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
ひ
と
り
親
世
帯
へ
の
各
種

支
援
制
度
も
ご
案
内
し
ま
す
。

　
相
談
は
無
料
で
事
前
予
約
は
不
要
で
す
。

◦ 

日
時
　
12
月
15
日
㈫
　
午
後
１
時
〜
４
時

◦ 

場
所
　
山
鹿
保
健
所（
山
鹿
４
６
５
‐
２
）

◦ 

参
加
機
関
　
山
鹿
市
役
所
福
祉
課
、
山
鹿

市
社
会
福
祉
協
議
会
、
鹿
本
地
域
振
興
局

総
務
福
祉
課

問 

鹿
本
地
域
振
興
局
総
務
福
祉
課
（
山
鹿
保

健
所
内
）　
　
　
　
　�

☎
48
‐
１
２
０
２

ひ
と
り
親
世
帯
を
対
象
に

相
談
会
を
実
施
し
ま
す

相 談

◦ 

日
時

　【
予
選
リ
ー
グ
】

　
１
月
13
日
㈬
　
午
後
７
時
20
分
〜

　【
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
】

　
１
月
20
日
㈬
　
午
後
７
時
20
分
〜

◦ 

場
所
　
山
鹿
市
総
合
体
育
館

◦ 

チ
ー
ム
編
成
　
男
女
７
人（
競
技
は
５
人
）

◦ 

参
加
料
　
１
チ
ー
ム
千
円（
保
険
料
含
む
）

◦ 

申
込
期
限
　
１
月
８
日
㈮

　
問 

山
鹿
市
総
合
体
育
館
☎
43
‐
０
０
９
０

新
春
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー
大
会

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

募 集

　
人
権
擁
護
委
員
が
相
談
を
お
受
け
し
ま

す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◦ 

期
日
・
場
所

　�【
12
月
８
日
㈫
】

　�

山
鹿
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
鹿
央
多
目
的

研
修
セ
ン
タ
ー

　�【
12
月
９
日
㈬
】

　�

鹿
北
市
民
セ
ン
タ
ー
、
菊
鹿
市
民
セ
ン

タ
ー
、
鹿
本
市
民
セ
ン
タ
ー

◦ 
時
間
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

問 
法
務
局
山
鹿
支
局
　
　
☎
44
‐
２
４
１
１

　
人
権
政
策
課
　
　
　
　
☎
43
‐
１
１
９
９

特
設
人
権
相
談
所

相 談

　
熊
本
県
新
規
就
農
・
就
業
相
談
会
＆
体
験

報
告
会
を
開
催
し
ま
す
。
新
規
就
農
希
望
者

に
、
県
新
規
就
農
支
援
セ
ン
タ
ー
・
国
・
県
・

市
町
村
・
農
業
法
人
な
ど
が
就
農
に
関
す
る

相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

◦ 

日
時
　
１
月
17
日
㈰

　
　
　
　
午
前
11
時
〜
午
後
４
時

◦ 

場
所
　
ホ
テ
ル
熊
本
テ
ル
サ

※�

参
加
費
は
無
料
で
、
事
前
申
し
込
み
は
不

要
で
す
。
ま
た
、
服
装
は
自
由
で
す
。

問 

熊
本
県
農
業
公
社
新
規
就
農
支
援
セ
ン

タ
ー
　
☎
０
９
６
‐
３
８
５
‐
２
６
７
９

農
業
を
始
め
た
い
人
を

応
援
し
ま
す

相 談

　六郷小学校は平成 28年３月に閉校
します。閉校式には、今までお世話
になった地域の皆さんや卒業生など、
どなたでも参加できますので、ぜひ
お越しください。
◦ 日時　12月 13 日㈰　午後１時半
◦ 場所　六郷小学校
問 六郷小学校　　　　☎ 48‐ 2016

六郷小学校閉校記念式典を開催します
申
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◦ 研修コース

◦ 受講料　無料（保険料、教科書代、小農具代、プロ経営者コー
スの個人管理のほ場にかかる肥料などは個人負担）

◦ 申込期間　12月４日㈮〜２月５日㈮�午後５時まで
　（郵送の場合は２月５日㈮当日消印有効）

問 熊本県立農業大学研修部　☎ 096 ‐ 248 ‐ 6600

　
国
の
伝
統
的
工
芸
品
を
あ
な
た
も
作
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。
山
鹿
灯
籠
制
作
教
室
で
は
、

熟
練
の
技
を
持
つ
灯
籠
師
が
金
灯
籠
の
作
り

方
を
丁
寧
に
教
え
ま
す
。

◦ 

対
象
者
　
市
内
在
住
で
毎
回
出
席
で
き
る
人

◦ 

期
間
　
１
月
12
日
㈫
〜
3
月
17
日
㈭

　
　
　
　
毎
週
火
・
木
曜
日
（
20
回
）

　
　
　
　
午
後
６
時
半
〜
８
時
半

◦ 

場
所
　
山
鹿
灯
籠
民
芸
館
仮
設
展
示
室

（
温
泉
プ
ラ
ザ
山
鹿
２
階
）

◦ 

定
員
　
10
人
（
初
め
て
の
人
を
優
先
）

※�

申
し
込
み
多
数
の
場
合
、
お
断
り
す
る
場

山
鹿
灯
籠
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か

募 集

　
放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
な
ど
の
放
送
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
授
業
を
行
う
、
通

信
制
の
大
学
で
す
。
平
成
28
年
度
第
１
学
期

（
４
月
入
学
）
の
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

　
働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒
業
し
た

い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
目
的
で
幅
広
い
世
代
、
職
業
の
人
が
学
ん

で
い
ま
す
。
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・

文
学
な
ど
、
幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

◦ 

出
願
期
限
　
第
１
回
　
２
月
29
日
㈪
ま
で

　
第
２
回
　
３
月
20
日
㈰
ま
で

※�

詳
し
い
資
料
が
必
要
な
人
は
、
電
話
か

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

問 

放
送
大
学
熊
本
学
習
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
６
‐
３
４
１
‐
０
８
６
０

放
送
大
学
４
月
生
募
集

募 集

農業大学校新規就農支援研修生を募集します募 集

研修コース
対象者

受講日
受講期間 定員 研修の特徴・対象

プロ経営者コース
就農予定時 45 歳未
満の人
※ 青年就農給付金（準

備型）が受給可能

週５日（月〜金）
４月〜３月（12 カ月間）
８:50 〜16:20

10 人程度

即戦力として本格的
な農業経営を目指
す人。個人管理の研
修ほ場で栽培し、販
売まで行う研修

実践農業コース
平成 28 年４月現在
で 63 歳以下の人

週３日（月・水・金）
４月〜 12 月（８カ月間）
８:50 〜 16:20

40 人程度
農産物販売を目指
す人。共同管理の
ほ場での研修

特別セミナー聴講
コース（座学のみ）

毎月１回（原則第４水
曜日）全８回
13:30 〜 16:00

15 人程度
農業で生計を立て
ることを目指す人
で、特別セミナー
のみ聴講する人

合
が
あ
り
ま
す
。

◦ 

参
加
費
　
３
７
０
０
円

◦ 

申
込
期
限
　
12
月
18
日
㈮

　
問 

山
鹿
灯
籠
の
店
な
か
し
ま

☎
43
‐
２
６
５
９

（
午
前
9
時
〜
午
後
6
時
※
水
曜
定
休
日
）

◦ 

日
時
　
12
月
24
日
㈭
　
午
後
１
時
半

◦ 

場
所
　
鹿
央
市
民
セ
ン
タ
ー

◦ 

内
容
　
①
講
演
「
自
殺
予
防
に
必
要
な
視

点
」　
熊
本
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

精
神
科
医
師
　
矢
田
部
裕ゆ

う
す
け介
氏

　�
②
講
演
「
話
の
聴
き
方
に
つ
い
て
」

　
熊
本
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
保
健
師

　
久
保
礼れ

い

こ子
氏

◦ 

対
象
者
　
こ
こ
ろ
の
健
康
に
関
心
の
あ
る
人

◦ 

申
し
込
み
方
法
　
12
月
15
日
㈫
ま
で
に
電

話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
問 

山
鹿
保
健
所
保
健
予
防
課
（
坂
本
）

☎
44
‐
４
１
２
１

み
ん
な
で
守
る
い
の
ち　

鹿
本

地
域
う
つ
・
じ
さ
つ
予
防
研
修
会

催 し
申

申
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搾りたてのおいしさそのまま！
飲んで実感してください！
グリーンコープの産直びん牛乳の殺菌温度は72℃15秒間。牛乳の
風味を損なわないパスチャライズ殺菌製法を採用しています。安全
面では母牛の飼育にまでこだわり、non-GMO（遺伝子組み換えでな
い）を実現。熊本県菊池の酪農家約20戸から届けられる生乳のみ
を使用した産直びん牛乳は、搾りたてのおいしさそのまま。加熱臭
がなく、生乳の風味と美味しさが生きています。

おいしい牛乳
もう飲んでみた!?

●産直びん牛乳はプレミアム牛乳●
「パスチャライズ殺菌」［生産者が限定されている」

「びん容器」と、産直びん牛乳には

プレミアム牛乳の条件が揃っています。

生協くまもと鹿本センター サンプルのお申込み
お問い合わせは

受付時間／月～土
8：30～17：30　　　　　　0968-46-5115

美味しさ・便利さ　まずは試すのがいちばん「無料サンプル」お届けします！
安心!安全!おいしい！添加物や農薬の心配が少ない!グリーンコープ商品の中から人気商品を無料でお届けします。

　
サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
宿
泊
し
、

冬
休
み
の
思
い
出
と
、
新
し
い
友
達
を
つ
く

り
ま
せ
ん
か
。
初
め
て
の
お
泊
ま
り
で
も
大

冬
休
み
わ
く
わ
く
ど
き
ど
き

宿
泊
体
験

催 し
　
冬
は
星
空
が
美
し
く
見
え
る
季
節
で
す
。

博
物
館
の
望
遠
鏡
を
使
っ
て
冬
の
星
空
観
察

を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

◦ 

日
時
　
12
月
19
日
㈯
　
午
後
７
時

※�

荒
天
の
場
合
は
中
止
し
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ

タ
ー
ミ
ナ
ル
で
冬
の
星
座
の
話

◦ 

場
所
　
サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
駐

車
場
は
博
物
館
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
）

◦ 

参
加
料
　
無
料

◦ 

申
し
込
み
方
法
　
12
月
18
日
㈮
ま
で
に
電

話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※�

当
日
は
冷
え
込
む
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す

の
で
、暖
か
い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
問 

山
鹿
市
立
博
物
館
　
☎
43
‐
１
１
４
５

冬
の
星
空
観
察
会

催 し

◦ 

日
時
　
12
月
５
日
㈯
午
前
10
時
〜
11
時
半

◦ 

対
象
　
が
ん
患
者
さ
ん
や
そ
の
ご
家
族

◦ 

場
所
　
山
鹿
市
民
医
療
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
１
階
医
療
研
修
セ
ン
タ
ー

◦ 

内
容
　
ク
リ
ス
マ
ス
会

　
　
　
　（
手
芸
・
影
絵
ア
ー
ト
）

◦ 

参
加
費
　
無
料

問 

山
鹿
市
民
医
療
セ
ン
タ
ー
（
村
上
、福
島
）

☎
44
‐
２
１
８
５

第
19
回
が
ん
サ
ロ
ン

催 し

　
キ
ャ
ン
パ
ス
地
の
バ
ッ
グ
に
装
飾
古
墳
の

文
様
な
ど
の
ス
タ
ン
プ
を
自
由
に
押
し
て
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
バ
ッ
グ
を
作
ろ
う
！

◦ 
期
間
　
12
月
22
日
㈫
〜
１
月
11
日
㈷

　（
12
月
28
日
㈪
〜
１
月
４
日
㈪
は
休
み
）

◦ 
材
料
代
　
３
０
０
円
（
大
人
は
別
途
入
館

料
４
２
０
円
が
必
要
で
す
）

◦ 

体
験
時
間
　
30
分
程
度
（
受
付
時
間
　
午

前
９
時
半
〜
午
後
４
時
45
分
）

※�

事
前
予
約
は
不
要
で
す
。
子
ど
も
は
大
人

と
一
緒
に
体
験
し
て
く
だ
さ
い
。

問 

装
飾
古
墳
館
　
　
　
　
☎
36
‐
２
１
５
１

こ
だ
い
く
ん
の
古
代
の
文
様

ス
タ
ン
プ
バ
ッ
グ
づ
く
り

催 し

　
幕
末
〜
明
治
時
代
に
活
躍
し
「
近
代
養
蚕

業
の
開
祖
」
と
言
わ
れ
た
山
鹿
市
出
身
の
養

蚕
家
・
長
野
濬
平
の
生
涯
と
山
鹿
の
養
蚕
業

の
今
後
に
つ
い
て
考
え
る
講
演
会
と
フ
リ
ー

ト
ー
ク
を
開
催
し
ま
す
。

郷
土
の
偉
人　
長
野
濬し

ゅ
ん
ぺ
い平

特
別
講
演
会
、
フ
リ
ー
ト
ー
ク

催 し
◦ 

日
時
　
１
月
11
日
㈷

　
午
前
９
時
〜
受
け
付
け
、
午
前
10
時
開
式

◦ 

場
所
　
山
鹿
市
総
合
体
育
館

◦ 

対
象
者
　
平
成
７
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

８
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

※�

山
鹿
市
内
に
住
民
票
が
あ
る
人
に
は
、
12

月
上
旬
に
案
内
状
を
郵
送
し
ま
す
。な
お
、

市
外
在
住
な
ど
で
案
内
状
が
な
い
場
合
で

も
、
当
日
受
け
付
け
で
参
加
で
き
ま
す
。

問 

社
会
教
育
課
　
　
　
　
☎
43
‐
１
６
５
１

平
成
28
年
山
鹿
市
成
人
式
を

開
催
し
ま
す

催 し

◦ 

日
時
　
12
月
12
日
㈯
　
午
前
10
時

◦ 

場
所
　
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
文
化
ホ
ー
ル

◦ 

内
容
　【
講
演
会
】演
題
「
富
岡
製
糸
と

熊
本
の
養
蚕
史
に
つ
い
て
」講
師
　
京
都
産

業
大
学
教
授
・
経
済
学
博
士
　
山
内
太ふ

と
し

　�【
フ
リ
ー
ト
ー
ク
】
山
鹿
市
ゆ
か
り
の
養
蚕

に
関
わ
る
皆
さ
ん
に
よ
る
「
現
代
に
蘇
る

養
蚕
事
業
」
に
つ
い
て
の
ト
ー
ク
（
予
定
）

◦ 

入
場
料
　
無
料

問 

社
会
教
育
課
　
　
　
　
☎
43
‐
１
６
５
１

丈
夫
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
お
兄
さ
ん
お
姉
さ

ん
が
お
世
話
を
し
て
く
れ
ま
す
。

◦ 

期
日
　
12
月
19
日
㈯
〜
20
日
㈰
１
泊
２
日

◦ 

場
所
　
サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ
ー
ミ
ナ
ル

◦ 

内
容
　
サ
イ
ク
リ
ン
グ
で
山
鹿
再
発
見
、

星
空
観
察
会
、
昔
遊
び
体
験
学
習
な
ど
を

異
年
齢
の
グ
ル
ー
プ
で
体
験
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
の
交
流
。

◦ 

参
加
料
　
１
人
４
千
円
と
米
２
合

◦ 

参
加
対
象
者
　
小
学
生

◦ 

募
集
人
員
　
30
人
（
申
し
込
み
多
数
の
場

合
は
、
締
め
切
り
後
に
抽
選
）

◦ 

申
し
込
み
方
法
　
各
小
学
校
で
配
布
さ
れ

る
申
込
書
を
、
12
月
５
日
㈯
ま
で
に
サ
イ

ク
リ
ン
グ
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
43
‐

１
１
３
６
）
ま
た
は
持
参
。

※
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

問 

山
鹿
市
サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ
ー
ミ
ナ
ル

☎
43
‐
１
１
３
６

申
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㈲石のふるかわでは時代を先取りしたコンパクト墓「軽墓
シリーズ」を開発した。お墓の機能を完璧に備え、費用が
安く管理がしやすい、事情が変われば移転も簡単にできま
す。１ｍ×１ｍの墓地に設置でき、ニューデザインの墓石は
見た目にも華があります。日本の墓文化を守りつつ、建て主
から子孫へ負担の軽いお墓を考案しました。

熊本県知事許可（般ー27）第12675号

*（０９６８）３６－９６６８*（０９６８）３６－９６６８

愛 光

（ホームページ）http://www.ishinofurukawa.co.jp

山鹿市方保田3514－1

90万円
（税別）

80万円
（税別）

【
山
鹿
湯
町
・
さ
く
ら
湯
企
画
展
「
細
川
流

盆ぼ
ん
せ
き石
展
〜
大
地
の
造
景
〜
」】

◦ 

日
時　
12
月
12
日
㈯
〜
20
日
㈰

　
　
　
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

◦ 

場
所　
さ
く
ら
湯
池
の
間

◦ 

内
容　

細
川
流
盆
石
は
、

流
祖�

細
川
幽ゆ

う
さ
い斎

・
三
斎

公
に
よ
っ
て
開
か
れ
た
み

や
び
と
わ
び
、
さ
び
の
文

化
を
今
日
に
受
け
継
い
で

い
ま
す
。
自
然
石
と
白
砂

を
使
い
漆
黒
の
盆
上
に
風

さ
く
ら
湯
イ
ベ
ン
ト
情
報

催 し

景
を
縮
景
し
、
歌
を
添
え
て
楽
し
む
伝
統

文
化
で
す
。
肥
後
細
川
家
に
ゆ
か
り
あ
る

「
さ
く
ら
湯
」
で
、
本
市
初
開
催
し
ま
す
。

◦ 

入
場
料　
無
料

【
山
鹿
湯
町
・
さ
く
ら
湯
企
画
展
「TeM

aRi

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
」】

◦ 

日
時　
12
月
22
日
㈫
〜
26
日
㈯

　
　
　
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

◦ 

場
所　
さ
く
ら
湯
池
の
間

◦ 

入
場
料　
無
料

【
冬
至
の
日
　
柚ゆ

ず子
湯
】

◦ 

日
時　
12
月
22
日
㈫

　
　
　
　
午
前
６
時
〜
午
前
０
時

◦ 
場
所　
さ
く
ら
湯

◦ 
内
容　
こ
と
し
も
「
冬
至
の
日
」
恒
例
の

柚
子
湯
を
開
催
し
ま
す
。
季
節
を
感
じ
な

が
ら
ポ
カ
ポ
カ
温
ま
り
ま
せ
ん
か
。

※�

当
日
使
用
す
る
柚
子
を
提
供
い
た
だ
け
る

か
た
は
、
ぜ
ひ
さ
く
ら
湯
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。（
12
月
16
日
㈬
ま
で
）

【
冬
休
み
は
早
起
き
し
て
さ
く
ら
湯
に
入
ろ

う
！
】

◦ 

日
時　
12
月
25
日
㈮
〜
１
月
７
日
㈭

　
　
　
　
午
前
６
時
〜
８
時

◦ 

場
所　
さ
く
ら
湯

◦ 

内
容　
午
前
８
時
ま
で
に
受
け
付
け
し
た

子
ど
も
（
小
学
生
以
下
）は
入
浴
無
料
。子

ど
も
た
ち
が
「
銭
湯
で
の
マ
ナ
ー
」を
学

ぶ
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
る
た
め
、必
ず

保
護
者
と
一
緒
に
入
浴
し
、マ
ナ
ー
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。

※�

子
ど
も
の
み
の
入
浴
は
対
象
外
。
保
護
者

は
入
浴
料
３
０
０
円
が
必
要
で
す
。

【
さ
く
ら
癒ゆ

ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
】

◦ 

日
時　
12
月
６
日
㈰
・
20
日
㈰

　
午
前
11
時
・
午
後
１
時

◦ 

場
所　
さ
く
ら
湯
観
光
案
内
所

◦ 

内
容　
ル
ー
ム
ス
プ
レ
ー
と
ペ
ー
パ
ー
フ

ラ
ワ
ー
で
香
り
の
小
物
を
作
り
ま
す
。

◦ 

参
加
料　
千
円
（
材
料
費
、
入
浴
料
）

◦ 

定
員　
各
６
人（
事
前
予
約
優
先
で
す
が
、

当
日
参
加
も
で
き
ま
す
）

問 
さ
く
ら
湯
　
　
　
　
　
☎
43
‐
０
１
１
１

12
月
の
さ
く
ら
湯
休
館
日

12
月
16
日
㈬
（
第
３
水
曜
日
）

開催日 行　事　名 時間 料金

６日㈰ カラオケハウスたまり場
４周年バスツアー 日中 無料

９日㈬ 休館日

13日㈰ Thanks フェスティバル
in 八千代座 日中 有料

19日㈯ ハナウタ in 八千代座 日中 有料

29日㈫
～

31 日㈭
休館日

※主催者の都合で時間や内容など変更になる場合があります。
　なお、各催しのチケット・主催者などの問い合わせは、八千
　代座までどうぞ　問☎ 44‐ 4004

12 月

チヨマツ



案 内 版 Information

広報やまが　2015.12.1　36

〈 

有
料
広
告 

〉

山鹿市鹿北町椎持５-２ ☎0968-42-5100

自分の “創った” 作品で、季節を感じませんか？？
12月 12日（土）　クリスマスリースづくり

幸の国健康館ゆ～かむ

12月 20日（日）ミニ門松づくり
時間　10：00～12：00

（参加費） 　　各日ひとり350円
（定　員）　 　各日20名
（申　込）　 　電話での申込（0968-42-5100）

（申込締切日）クリスマスリースづくり　12月９日（水）
ミニ門松づくり　12月 16日（水）

申込者数20名に至るまで（先着順）
※小学校３年生以下の方は保護者同伴でお願いします。
※「ミニ門松づくり」に参加される方は軍手をご持参ください。

※写真はイメージです

仕事の相談はお気軽に
Y一　般
①保健師　18 万２千円〜
②准看護師　17 万円〜
③歯科衛生士　18 万５千円
④ 店舗責任者候補　16 万７千円〜
⑤営業　18 万５千円〜
⑥ルート配送員　18 万５千円〜
⑦販売レジ　18 万１千円〜
⑧裁断工　13 万円〜
⑨パタンナー　12 万５千円〜
⑩ピット　18 万１千円〜
⑪衛生車業務　17 万円
⑫理容師・美容師　18 万６千円〜
⑬サービスエンジニア
　17万５千円〜
Yパート
①外来看護師　時給 1,050 円
②通所介護員　時給 850 円
③保育補助　時給 800 円
④品出し業務　時給 750 円
⑤製造スタッフ　時給 700 円〜
⑥温泉施設清掃　時給千円〜
⑦警備員　時給 812 円〜
⑧ スーパーマーケットの夜間責任者
　時給 900 円〜
※�詳細はご来室・ご相談ください。
すでに採用済みの場合もあります。

問 山鹿市地域職業相談室
　☎43‐1724

税務相談
◦日時　12 月４日㈮
　　　　午後 1時半〜 4時半
◦場所　鹿北市民センター相談室
問鹿北市民センター　☎ 32‐3111

年金出張相談
◦ 日時　12 月２日㈬・９日㈬
　　　　18日㈮
　　　　午前 10時〜午後３時
◦場所　市役所会議室
◦ 持ってくるもの　本人確認のため
身分証明書、代理の場合は委任状

　※要予約
問国保年金課　☎ 43‐ 1576

精神保健相談
　嘱託医による相談です。
◦日時　12 月 10 日㈭※要予約
　　　　午後２時〜４時
　　　　（毎月第２木曜日）
◦場所　山鹿保健所
問山鹿保健所　☎ 44‐ 4121

障がい者・児相談
◦日時　12 月２日㈬・９日㈬
　　　　16日㈬
　　　　午前９時〜 11時半
◦場所　山鹿健康福祉センター
問福祉課障がい福祉係☎ 43‐0052

認知症に関する相談
◦日時　12 月９日㈬
　　　　午前 10時〜正午
◦場所　山鹿健康福祉センター
問長寿支援課地域包括支援係
　☎ 43‐ 1077

消費生活相談
◦日時　毎週月〜金曜日
　午前８時半〜午後５時 15分
◦場所　市役所２階消費生活相談室
問山鹿市消費生活センター
　☎ 43‐1579

社会保険労務士労働相談
◦日時　12月８日㈫午後１時〜４時
◦場所　市役所商工観光課
問商工観光課　☎ 43‐ 1579

心配ごと相談
　一人で悩まず、一度相談してみま
せんか。どの会場でも相談できます。
　相談の時間は、下記のとおりです。
◦一般相談　午前 9時〜正午
◦司法書士相談　午前 10時〜正午
◦法律相談　
　【山鹿】午前 10時〜午後３時
　【鹿北】午前 10時〜正午

【山鹿】
　①一般相談　12 月 11 日㈮
　② 司法書士相談（登記関係）
　　12月 18 日㈮※要予約
 　③法律相談　12月25日㈮※要予約
◦場所　山鹿健康福祉センター内
　　　　社協本所・山鹿支所
　　　　☎ 43‐ 1134

【鹿北】
　①一般相談　12 月 10 日㈭
　②法律相談　12月24日㈭※要予約
◦場所　鹿北老人福祉センター
　　　　☎ 32‐ 2696

【菊鹿】
　①一般相談　12 月９日㈬
　② 司法書士相談（成年後見・多重

債務・登記関係）
　　12月 16 日㈬※要予約
◦場所　菊鹿健康福祉センター
　　　　ひまわり館　☎ 48‐5060

【鹿本】
　①一般相談　12 月８日㈫
◦場所　鹿本高齢者コミュニティ
　　　　センター「親和荘」
　　　　☎ 46‐ 2206

【鹿央】
　①一般相談　12 月７日㈪
◦場所　鹿央地域福祉センター
　　　　☎ 36‐ 3811
問社会福祉協議会本所��☎ 43‐ 1134

アルコール依存症相談
◦日時　12 月 26 日㈯
　　　　午後１時〜３時
　　　　（毎月第４土曜日）
◦場所　鹿本市民センター（ひだまり）
◦主催　断酒友の会
問福祉課障がい福祉係☎ 43‐0052

定例相談
相談は無料で、秘密は固く守ります。



オ ム ロ ン
ハンドボール部

　山鹿市杉にあるオムロンリレーアンドデバイスのオムロ
ンハンドボール部は、1974（昭和４９）年に立石電機ハン
ドボールチームとして発足以来、山鹿市を拠点に活動を
行う、国内でも指折りの女子実業団チームです。
　また、市内の小中学校をはじめとしたハンドボール教
室の開催など、地域貢献活動にも取り組んでいます。
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　10 月 20 日から 25 日まで、愛知県体育館でリオデジャネイロオリンピッ
ク女子アジア予選が開催されました。日本代表（おりひめジャパン）22 人
の中に、オムロンハンドボール部から藤間かおり選手、東

あ り は ま

濱裕
ゆ う こ

子選手、永
田しおり選手、相澤莉

り の

乃選手、白石さと選手、オムロンハンドボール部
OG で高校教員になられた藤井紫

し お

緒選手、海外に移籍した石立真
ま ゆ こ

悠子選手、
また、全日本コーチとして勝田祥

さ ち こ

子さんが選出されました。
　ウズベキスタン、中国、カザフスタンと対戦し３連勝した日本でしたが、
第４戦の韓国に敗れ、惜しくも今大会でのオリンピック出場を逃しました。

　10 月 24 日のカザフスタン戦では、山鹿市民交流センターでパブリック
ビューイングを開催。約 200 人が応援に駆けつけ、日本代表に声援を送り
ました。

　日本代表は 12 月の世界選手権、３月の世界最終予選でオリンピック切
符の獲得に挑みます。オリンピック出場の後押しができるよう、市民一丸
となって応援しましょう！

リオデジャネイロオリンピック女子アジア予選
惜しくも２位

　11 月 14 日から 22 日まで、女子日本代表合宿が山鹿市のオムロン鹿陽センターで行われました。
　15 日は山鹿小学校ハンドボール部と総合スポーツクラブとの交流（ハンドボール教室）を行いました。同
じポジションの選手から指導してもらうなど、子どもたちにとって貴重な体験となりました。
　16 日には、選手が中嶋憲正市長を表敬訪問しました。栗山雅

ま さ み ち

倫監督は「チーム一同汗を流して、すべてを
出してがんばる。ハンドボールを皆さんとともに盛り上げたい」とあいさつ。中嶋市長は「ここ “ ハンドボー
ルの街やまが ” で、十分練習して、世界大会で力を発揮して欲しい」と激励しました。

日本代表合宿が行われました

パブリックビューイングでは多くの人が声
援を送りました

おりひめジャパンへメッセージを書く参加者

表敬訪問した日本代表選手と関係者選手から指導してもらいました



問い合わせ先・・・山鹿市地域包括支援センター　☎４３ ‐ １０７７（山鹿健康福祉センター内）
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八幡小と大道小で認知症サポーター養成講座を実施しました　9 月 24・25 日

● ● ● ● ● ● 　 成年後見制度（法定後見制度）について　● ● ● ● ● ●

　八幡小４年生と大道小４年生を対象に、認知
症サポーター養成講座「絵本教室」を実施しまし
た。地域の認知症サポートリーダーや事業所の職
員の皆さんにもご協力いただき、児童のみんなと
一緒に認知症について考えました。
　絵本を読み「認知症ってどんな病気だろう」「認
知症の人はどんな気持ちだろう」「自分たちにでき
ることってなんだろう」の３つのテーマについてグ

ループワークを行い、発表してもらいました。また、
八幡小４年生は、絵本教室での学びを生かし、
八幡校区認知症 SOSネットワーク模擬訓練（10
月10日）にも参加してもらいました。
　子どもたちが認知症を正しく理解し、それを家
族や地域に伝えていくことで、山鹿市がよりいっそ
う誰もが安心してくらせる「まち」に近づいていく
と思います。

１　成年後見制度とは

２　どのような支援をするのか

３　申立（手続き）の流れ

　成年後見制度は、認知症、知的障がい、精
神障がいなどによって物事を判断する能力が十分
でない人について、本人の権利を守る援助者を
選ぶことで、本人を法律的に支援する制度です。
本人の判断能力の程度に応じて①後見（判断能
力を欠くのが通常の状態）、②保佐（判断能力
が著しく不十分）、③補助（判断能力が不十分）
の３種類があります。
　家庭裁判所によって選ばれた成年後見人など

（成年後見人・保佐人・補助人）が、本人の
利益を考えながら、本人を代理して契約などの法
律行為をしたり、本人が自分で法律行為をすると
きに同意を与えたり、本人が同意を得ないで行っ
た不利益な法律行為を後から取り消したりするこ
とによって本人を保護・支援します。
　制度の利用を開始すると、本人が病気などから
回復して判断能力を取り戻すか、お亡くなりになる
まで成年後見人などによる支援が継続されます。

問い合わせ…山鹿市地域包括支援センター　☎４３－１０７７
　　　　　　　　やまが成年後見センター　☎３６－９２１１

財産管理
　本人の年金や資産、負債の有無、収入、支
出を把握し、本人のために必要な支出を計画的
に行いながら資産を維持します（不動産の管理
や処分、通帳や権利証などの管理）。
※居住用不動産処分は家裁の許可が必要です。

身上監護
　介護契約や施設入所契約など、本人の身の上
の世話や療養、介護などに関する行為です（入
院手続きや費用の支払い、介護保険サービスの
利用手続きなど）。
※�成年後見人などが直接介護などを行うものでは
ありません。

大道小学校絵本教室 八幡校区認知症 SOS ネットワーク模擬訓練 八幡小学校絵本教室

家庭裁判所へ
申し立て

審理
（家庭裁判所）

法定後見開始の審判
と成年後見人の選任

審判の確定
（法定後見の開始）▶ ▶ ▶



山鹿市地域包括支援センターだより
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山鹿市の介護保険の状況について
　介護保険制度は、介護が必要な人とその家族を、社会全体で支えていくための社会保障制度で
す。介護が必要になっても、住み慣れた地域で、その人らしく、安心して生活できるよう支援するこ
とを目的としています。山鹿市の平成 23 年度から平成 26 年度までの主な状況をお知らせします。

　高齢化の進展に伴い、65 歳以上の高齢者人口
（第１号被保険者数）は年々増加し、平成 23 年
度と平成 26 年度を比較すると1,027 人増加して
います。また、高齢化率も年々上昇し平成 26 年
度は 33.4％となっています。
　認定者数は、平成 22 年度まで増加を続けてい
ましたが、平成 23 年度以降は横ばいとなってい
ます。また、認定率（第１号被保険者認定者数を

第１号被保険者数で除した率）については、平
成 23 年度をピークに減少傾向を示していて、平
成 26 年度は 19.4％となっています（グラフ１）。
　また、認定者の要介護度別の内訳では、軽度
（要支援１・要支援２）の人が減少し、中度（介
護１・介護２・介護３）の人が増加しています（グ
ラフ２）。
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　介護サービス利用者の増加などに伴い、保険
給付費（介護サービスに必要な費用から、利用
者負担金を除いたもの）は、平成 23 年度の約
48 億円から、平成 26 年度では約 55 億円と６億
円増えています。
　また、一人当たりの給付費は、平成 23 年度か
ら平成 24 年度にかけて増加していますが、平成
24年度以降は14万５千円程度で推移しています。
　今後も、介護を必要とする要支援・要介護認
定者の増加に伴い、保険給付費は増加していくと
予想されます。
　山鹿市では、介護予防事業を推進するとともに、
地域包括支援センターの充実を図るなど、効率的
で効果的な介護保険事業の運営を目指します。
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保険給付費は年々増加しています
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■人の動き
人口 43 人減りました 54,162 人
男性 16 人減りました 25,519 人
女性 27 人減りました 28,643 人
世帯数 13 世帯減りました 21,499 世帯
〜14歳 11.9 ％ 6,443 人
15歳〜64歳 54.2 ％ 29,380 人
65歳〜 33.9 ％ 18,339 人

10 月末現在 (増減は前月末比 )

応募時に３歳以下のお子さんを
紹介するコーナーです

すくすく倶楽部へ掲載を希望する人は、写真（データ
も可）とメッセージ・住所・氏名・生年月日を書いて、山
鹿市役所秘書企画課へ郵送するか持参してください。

倶楽部
すくす

く

♡メッセージ
じいちゃん、いつも
ありがとう !!

♡メッセージ
みんなに愛され、すくすく
育っています。ありがとう。

（H21. ５.27 生まれ）
平山（山鹿）

　 　 いけだ　　　 かほ

㊨池田　果穂ちゃん
（H18. ８. ２生まれ）

平山（山鹿）

　 　 いけだ　　 あきまさ

㊧池田　明優ちゃん

（H23. ９. ３生まれ）
平山（山鹿）

　 　 いけだ　　 まさはる

㊥池田　雅陽ちゃん
（H27. ４.11 生まれ）

杉（山鹿）

　  こめだ　　　はるか

米田　陽香ちゃん

　古墳パンが食べられる ｢古墳カフェ｣ とかわいい古墳グッズが買える ｢古
墳グッズコーナー（売店）｣が、山鹿ニューグランドホテル１階に登場しました。
　同ホテル社長の吉川幸

さ ち こ

子さんが奔走し、熊本県内のパン屋さんと協働で
開発した古墳パンは２種類。皮に山鹿特産の岳間茶を練り込み、中にカスター
ドクリームを入れたものと、豆乳クリーム＆あんこを入れたもの。外はカリ
カリ、中はひんやりと、これまでのパンでは味わえない新しい食感が楽しめ
ます。どちらかのパンと飲み放題のコーヒー付きで700円です。
　古墳グッズコーナーでは、装飾古墳の文様をデザインした古墳グッズが購
入できます。古墳クッキーや古墳ポストカードは、最近増えている古墳女子
などにかわいいお土産として好評です。山鹿ならではの古墳カフェや古墳グッ
ズは一見の価値ありです。ぜひ遊びに来てください。

古墳カフェ＆古墳グッズでちょっと一息しませんか

問古墳にコーフン協会山鹿支部（山鹿ニューグランドホテル内）☎43− 8111（担当：吉川幸子）


